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教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条

の規定に基づき、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価を実施いたし

ました。

１ 点検及び評価項目

仁木町教育委員会の施策に関する事務事業のうち、令和元年度における学校教

育所管１３項目、学校給食所管２項目及び生涯学習所管１４項目を点検及び評価

の対象としております。

２ 点検及び評価の方法

（１） 一次評価

教育委員会事務局により所管する事務事業の実施状況について、有効性等

の視点から点検・評価を実施いたしました。

（２） 二次評価

教育委員により一次評価を行った事務事業について、総合的に点検・評価

を実施し、今後の課題や取組の方向性を明確にいたしました。

（３） 学識経験者の所見の活用

教育委員会が行った教育委員会の活動状況や施策・事業等の実施状況につ

いての点検及び評価の客観性を確保するとともに、今後の取組に向けた活用

を図るため、教育に関し学識経験を有する方から点検評価に関する意見や助

言をいただきました。



３ 評価結果等

各項目の管理及び執行状況は、それぞれの取組の強弱はあるものの、概ね良好

に展開されていると判断いたしました。

しかしながら、経済・社会構造の変化や少子・高齢化、国際化・情報化の進展

など、教育を取り巻く環境がめまぐるしく変化する中にあって、教育委員会とし

て一層の効果的・効率的な執行が求められることから、その方向性を見極めなが

ら更に見直し、改善していくことが必要であります。

今後、本点検・評価の精度を高め、学識経験者のご意見やご助言を踏まえ、児

童生徒の健全育成はもとより、町民への生涯学習社会の更なる構築に努めてまい

ります。
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第１章 事業の執行状況及び点検評価





○　教育委員会事務局の構成

(1)　事務局職員の配置状況

区　分 次 長 所 長 主 幹 係 長 係
嘱託・
臨時

パート
調理員 計

教育次長 １ 1

主　幹 ０

総務学校
教育係

１ ２ ５ ８

生涯学習係 (兼務１) ２
(兼務１)

２

学校給食
共同調理場

１ (兼務１) １ ５
(兼務１)

７

計 １ １ ０
(兼務２)

1
４ ５ ５

(兼務２)
１７

　※　外国語指導助手（ＡＬＴ）は、総務学校教育係の嘱託に含める。

(2)　各係の主な業務

平成３１年４月１日　現在

係　名 主　な　業　務

総務学校教育係
規則等の制定、職員の人事、教育予算、教育財産の管理・教育施設、
学校職員の人事、児童・生徒の就学、転入学、保健、安全、教科書に
関する業務

生涯学習係
生涯学習の推進、社会教育団体の育成、社会教育施設の運営管理、文
化・芸術の普及、文化財、スポーツ行事の実施・奨励、スポーツ団体
の指導育成、社会体育施設の管理運営に関する業務

学校給食係 学校給食の献立・調理・配送及び経理に関する業務
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○　学級編成と教職員配置数

（１）　小学校

学級 学級 学級 学級 学級 学級 学級 学級 人 人 人 人

1 1 1 1 1 1 6 3 14 1 1 1

3 2 8 1 1

2 1 2 1 2 1 9 5 22 2 2 1

（休職者は含まない）

（２）　中学校

学級 学級 学級 学級 学級 人 人 人 人

1 1 1 3 1 10 1 1

1 1 1 3 2 13 1 1

2 2 2 6 3 23 2 2

（休職者は含まない）

（３）　児童生徒数

121 人 118 人 △ 3 人

32 人 37 人 5 人

153 人 155 人 2 人

62 人 57 人 △ 5 人

25 人 25 人 0 人

87 人 82 人 △ 5 人

240 人 237 人 △ 3 人

令和元年５月１日　現在　［学校基本調査］

普　  通　  学　  級

仁木小学校

銀山小学校 1 1 1

計

令和元年５月１日　現在　［学校基本調査］

普　  通　  学　  級

仁木中学校

銀山中学校

計

令和元年５月１日　現在　［学校基本調査］

学　校　名 平成３０年度 令和元年度 対前年比

仁木小学校 (4) (4) (2)

銀山小学校 (5) (5) △(1)

計 (9) (9) (1)

仁木中学校 (0) (0) △(1)

銀山中学校 (4) (4) (0)

計 (4) (4) △(1)

合　　計 (13) (13) (0)

（　）内の数は、特別支援学級児童生徒数の内数　　

学　校　名

特
別
支
援
学
級

校
長
・
教
諭

養
護
教
諭

事
務
職
員

栄
養
教
諭一

年
二
年

三
年

四
年

五
年

六
年

計

学　校　名

特
別
支
援
学
級

校
長
・
教
諭

養
護
教
諭

事
務
職
員

栄
養
教
諭

一
年

二
年

三
年

計
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○ 教育委員会の概要 事業費決算額 1,569,549 円

都道府県及び市町村等に置かれる行政委員会の一つで、首長から独立した合議制の執行

機関です。

仁木町教育委員会は、仁木町長が任命した４名の委員と、平成 27 年 10 月１日から教育

委員長と教育長が一本化された新「教育長」をもって構成し、教育、文化、スポーツ、生

涯学習など幅広い施策を展開します。

【委員名簿】

（２） 教育委員会の開催状況

職 名 氏 名 職 業 任 期 備 考

教育長
（い わ い あ き お）

岩 井 秋 男
前教育次長

H30.10.1～Ｒ3.9.30（3 年）

最初 H30.10.1 １期目

役職就任日 H30.10.1

委 員

（教育長職

務代理者）

（か と う ひ ろ こ）

加 藤 浩 子
無 職

H29.10.1～Ｒ3.9.30

最初 H29.10.1 １期目

役職就任日 Ｈ31.4.1

委 員
（せ き い ゆ き お）

関 井 之 生
農 業

H27.10.1～Ｒ1.9.30

最初 H27.10.1 １期目

委 員
（せ き み ゆ き）

関 み ゆ き
無 職

H30.10.1～Ｒ3.9.30

最初 H30.10.1 １期目

委 員
（わたり ともひと）

渡 朋 仁
施 設 長

R元.5.27～Ｒ3.3.25

最初 H元.5.27 １期目

R元.5.27

就任

回数 開催月日 協 議 内 容

１ ４月 ２日

（臨時）

・ 仁木町教育委員会教育長職務代理者の指名に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

２ ４月２６日 ・ 平成 31 年度全国学力・学習状況調査に関する件

・ 仁木町生涯学習活動推進に係る補助金交付要綱の制定に関する件

・ 仁木町文化連盟補助金交付要綱の制定に関する件

・ 仁木町体育協会補助金交付要綱の制定に関する件

・ 仁木町スポーツ少年団本部補助金交付要綱の制定に関する件

・ 仁木町社会教育委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食運営委員会委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会委員の委嘱に関する

件
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・ 当面する教育諸問題に関する件

３ ５月２１日 ・ 平成 30 年度余市郡仁木町一般会計補正予算（専決第７号）のうち、

教育費に関する件

・ 令和元年度余市郡仁木町一般会計補正予算（補正第１号）のうち、

教育費に係る意見聴取に関する件

・ 小中学校パソコンの更新並びに校務支援システムソフトの購入に

関する件

・ 仁木町社会教育委員の委嘱に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

４ ６月 ７日 ・ 令和元年度要保護及び準要保護児童生徒の認定に関する件

・ 仁木町立学校に係る部活動の方針の策定に関する件

・ 令和元年度余市郡仁木町一般会計補正予算（補正第２号）のうち、

教育費に係る意見聴取に関する件

・ 財産（動産）の取得について

・ 仁木町スポーツ推進委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食運営委員会委員の委嘱に関する件

・ 仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会委員の委嘱に関する

件

・ 当面する教育諸問題に関する件

５ ６月２０日

（臨時）

・ 仁木町教育委員会職員の任免に関する件

６ ７月３０日 ・ 令和元年度要保護及び準要保護児童生徒の認定に関する件

・ 令和元年度特別支援教育児童生徒就学奨励費支弁区分の認定に関

する件

・ 令和元年度いじめ問題の取組に関する件

・ 令和元年度第２回仁木町学校給食運営委員会に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

７ ８月２２日 ・ 令和元年度仁木町学校給食第１学期末監査に関する件

・ 外国語指導助手の任用に関する件

・ 令和２年度から使用する小学校用教科用図書の採択に関する件

・ 令和２年度に使用する中学校用教科用図書の採択に関する件

・ 令和２年度から使用する学校教育法附則第９条に規定する教科用

図書の採択に関する件

・ 令和元年度全国学力・学習状況調査に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

８ ９月 ６日 ・ 仁木町立学校管理規則の一部を改正する規則に関する件

・ 仁木町立学校における働き方改革アクション・プランの一部を改正

する件

・ 令和元年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第３号）のうち、教育
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費に係る意見聴取に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

９ １０月３１日 ・ 仁木町民生委員推薦委員会委員の推薦に関する件

・ 平成 30 年度仁木町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１０ １１月１８日 ・ 仁木町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の一部を

改正する要綱に関する件

・ 令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報

告書」への市町村別結果の掲載に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１１ １２月 ４日 ・ 令和元年度いじめ問題の取組に関する件

・ 令和元年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第４号）のうち、教育

費に係る意見聴取に関する件

・ 仁木町文化財保護審議会委員の選任に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１２ １月２３日 ・ 令和元年度仁木町学校給食第２学期末監査に関する件

・ 仁木町通学路安全推進会議設置要綱の一部を改正する要綱に関す

る件

・ 令和２年度全国学力・学習状況調査に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１３ ２月１９日 ・ 区域外就学の承認に関する件

・ 体罰に係る実態把握に関する件

・ 仁木町立学校ＩＣＴ推進計画の策定に関する件

・ 令和２年度仁木町教育行政執行方針に関する件

・ 令和元年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第５号）のうち、教育

費に係る意見聴取に関する件（別冊）

・ ふれあい遊トピア公園及び仁木町民スキー場の指定管理者の指定

に係る意見聴取に関する件（別冊）

・ 令和２年度余市郡仁木町一般会計予算のうち、教育費に係る意見聴

取に関する件（別冊）

・ 仁木町民スキー場設置管理条例の一部を改正する条例制定に係る

意見聴取に関する件（別冊）

・ 当面する教育諸問題に関する件

１４ ３月 ６日

（臨時）

・ 新型コロナウイルス感染症に対する学校の対応に関する件

・ 仁木町立小中学校の一般教職員の人事異動に関する件

・ 仁木町立小中学校校長及び教頭人事に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

１５ ３月２３日 ・ 令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の調査結果に関す

る件
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（３）教育長・教育委員の研修・視察状況

11月５日（火） 平成 31 年度教育委員学校視察【各小・中学校】 ５名出席

10 月24日（水） 平成 30 年度後志管内町村教育委員研修会【倶知安町】 ４名出席

７月12日（木） 第 55 回北海道市町村教育委員研修会【札幌市】 １名出席

７月30日（月） 平成 30 年度第１回仁木町学校経営研修会【交流ﾎｰﾙ】 ５名出席

１月23日（水） 平成 30 年度第２回仁木町学校経営研修会【交流ﾎｰﾙ】 ５名出席

（４）教育委員会の各種行事等への参加

・ 令和２年第１回仁木町学校給食運営委員会に関する件

・ 令和２年第１回仁木町学校給食献立原案検討・物資選定委員会に関

する件

・ 仁木町教育委員会職員の任免に関する件

・ 仁木町教育委員会臨時的任用職員取扱規則を廃止する規則に関す

る件

・ 仁木町立学校の施設の開放に関する規則の一部を改正する規則に

関する件

・ 仁木町地域活動推進アドバイザー設置に関する規則を廃止する規

則に関する件

・ 仁木町スポーツ指導員設置規則を廃止する規則に関する件

・ 仁木町水泳プール管理運営規則の一部を改正する規則に関する件

・ 仁木町民スキー場設置管理条例施行規則の一部を改正する規則に

関する件

・ 仁木町民センター設置条例施行規則の一部を改正する規則に関す

る件

・ 仁木町学校給食費補助金交付要綱の一部を改正する要綱に関する

件

・ 仁木町社会教育関係団体認定基準の制定に関する件

・ 仁木町文化・スポーツ大会参加報償金に係る交付要綱の制定に関す

る件

・ 仁木町スポーツサポーター登録要綱の制定に関する件

・ 仁木町スポーツ推進委員の委嘱に関する件

・ 仁木町立学校評議員の委嘱に関する件

・ 仁木町文化財保護審議会委員の委嘱に関する件

・ 当面する教育諸問題に関する件

月 日 行 事 等 場 所 参加・出席委員

4月 1日
平成 31 年度教育委員会職員辞令交

付式
役場 教育長
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4 月 1日
平成 31 年度町長訓示及び辞令交付

式
町民センター 教育長

4月 1日 見積り合せ 役場 教育長

4月 2日 平成 31 年度転入教職員辞令交付式 町民センター 教育長、教育委員

4月 2日 平成 31 年度仁木町校長会総会 役場 教育長

4月 2日 仁木町臨時校長会 役場 教育長

4月 4日
給食センターパート調理員辞令交

付式
学校給食共同調理場 教育長

4月 4日 仁木町学校医（眼科）辞令交付式 余市町 教育長

4月 5日 平成 31 年度仁木小学校入学式 仁木小学校 教育長、教育委員

4月 5日 平成 31 年度銀山小学校入学式 銀山小学校 教育委員

4月 8日

～9日
特別支援教育支援員辞令交付 町内小・中学校 教育長

4月 8日 平成 31 年度銀山中学校入学式 銀山中学校 教育長、教育委員

4月 8日 平成 31 年度仁木中学校入学式 仁木中学校 教育長、教育委員

4月 9日 平成 31 年度仁木町教育研究会総会 銀山小学校 教育長

4月 9日
平成 31 年度第６ブロック教育研究

会総会
銀山小学校 教育長

4月 11 日
平成 31 年度第１回後志管内市町村

教育委員会教育長会議
倶知安町 教育長

4月 11 日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会教育懇談会
倶知安町 教育長

4月 11 日
平成 31 年度後志管内公立小・中学

校長会議
倶知安町 教育長

4月 11 日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会第 1回協議会（総会）
倶知安町 教育長

4月 11 日 後志管内教育機関関係団体懇談会 倶知安町 教育長

4月 12 日 全校参観日 銀山小学校 教育長
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4 月 14 日 全校参観日 仁木小学校 教育長

4月 16 日 人権擁護委員による要請活動 役場 教育長

4月 16 日
校務支援システム加配教諭辞令交

付
役場 教育長

4月 16 日 地域貢献事業に係る表彰式 役場 主事代理出席

4月 16 日 第１回授業参観 銀山中学校 教育長

4月 17 日 政策調整会議 役場 教育長

4月 17 日 第１回授業参観 仁木中学校 教育長

4月 19 日
平成 31 年度仁木町林野火災予消防

対策協議会
町民センター 教育長

4月 19 日
平成 31 年度仁木町特別支援教育育

成会定期総会
銀山中学校 教育長

4月 20 日 北海道芸術高等学校入学式 北海道芸術高等学校 教育長

4月 22 日 定例校長会 役場 教育長

4月 22 日
平成 31 年度仁木町ＰＴＡ連合会定

期総会
仁木中学校 教育長

4月 23 日
平成 31 年度第１回公立高等学校配

置計画地域別検討協議会
倶知安町 教育長

4月 24 日 平成 31 年度仁木町教頭会総会 役場 教育長

4月 24 日 平成 31 年度仁木みらい塾総会 町民センター 教育長

4月 25 日 退職人材活用時間講師辞令交付 銀山中学校 教育長

4月 26 日
人事評価制度に係る目標設定及び

目標内容の全体及び評価者研修
町民センター 教育長

4月 26 日
平成 31 年度仁木町教育管理職・三

者歓送迎会
余市町 教育長、教育委員

5月 7日 小林道央氏から耕うん機寄附受納 銀山小学校 教育長
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5 月 7日

令和元年度仁木町の子どもを健や

かに育てる生徒指導連絡協議会定

期総会

仁木中学校 教育長

5月 8日
仁木建設協会から自転車用ヘルメ

ットの寄附受納
役場 教育長

5月 8日
令和元年度仁木町交通安全推進委

員会定期総会
町民センター 教育長

5月 8日 令和元年度仁木町体育協会総会 保健センター 教育長

5月 9日
令和元年度仁木町スポーツ少年団

本部総会
山村開発センター 教育次長代理出席

5月 14 日 令和元年度仁木町文化連盟総会 町民センター 教育次長代理出席

5月 15 日
2018 年度後志管内公民館・類似施設

連絡協議会監査
役場 教育長

5月 16 日 後志教育局教育支援課長訪問 役場 教育長

5月 16 日
令和元年度北後志特別支援連携協

議会教育長会議
余市町 教育長

5月 16 日
令和元年度北後志言語障害児教育

連絡協議会教育長会議
余市町 教育長

5月 17 日 スクールカウンセラー辞令交付式 銀山小学校 教育長

5月 19 日

第 38 回町民スポーツ大会総合開会

式並びに平成 30 年度スポーツ表彰

式

山村開発センター 教育長

5月 20 日
令和元年度後志管内スポーツ推進

委員協議会総会
町民センター 教育長

5月 20 日 令和元年度仁木町防犯協会総会 町民センター 教育長

5月 20 日 令和元年度町内会長会議 町民センター 教育長

5月 21 日 スクールカウンセラー辞令交付式 仁木小学校 教育長

5月 22 日 定例校長会 役場 教育長

5月 22 日
第４地区教科書採択教育委員会協

議会第１回協議会
倶知安町 教育長

5月 22 日
後志町村教育委員会教育長部会

第２回協議会
倶知安町 教育長
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5 月 22 日
令和元年度後志教育委員会協議会

総会
倶知安町 教育長

5月 22 日
令和元年度後志公立文教施設整備

促進期成会総会
倶知安町 教育長

5月 23 日 教育行政事務打合せ 役場 教育長

5月 24 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

5月 24 日 令和元年第１回仁木町議会臨時会 役場 教育長

5月 24 日 新人職員議会議員紹介 役場 教育長

5月 24 日 令和元年度銀山地区三者交流会 レストラン「ふれあい」 教育長

5月 25 日 仁木小学校大運動会 仁木小学校 教育長、教育委員

5月 27 日 新教育委員 渡朋仁氏の辞令交付 役場 教育長、教育委員

5月 28 日

～30日
各学校長人事評価期首面談 町内小・中学校 教育長

5月 28 日
後志教育局指導主事学校訪問（第１

期）
銀山小・中学校、役場 教育長

5月 29 日
令和元年度仁木町やすらぎ大学入

学式
町民センター 教育長

5月 31 日
後志教育局神守義務教育指導監学

校訪問

銀山中学校、

銀山小学校
教育長

6月 1日
令和元年度銀山中学校校内陸上記

録会
銀山中学校 教育長、教育委員

6月 4日 令和元年度仁木中学校体育大会 仁木中学校 教育長、教育委員

6月 4日
令和元年度仁木町小学校陸上競技

大会第 1回運営委員会
役場 教育長

6月 5日
北後志町村議会議長会

パークゴルフ大会
古平町 教育長

6月 7日 旗の波運動 にき保育園横国道５号 教育長

6月 7日 議会運営委員会 役場 教育長

6月 7日 仁木地区合同交流会 仁木町 教育長
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6 月 8日 令和元年度銀山小学校大運動会 銀山小学校 教育長

6月 9日
令和元年度第 32 回然別地域レクリ

エーション大会
然別グラウンド 教育長

6月 11 日
後志教育研修センターに係る打合

せ
役場 教育長

6月 11 日
令和元年度第１回仁木町文化財保

護審議会
役場 教育長

6月 11 日
自治労仁木町職員労働組合事務協

議
役場 教育長

6月 13 日 入札 役場 教育長

6月 14 日 令和元年度北後志防犯協会総会 余市町 教育長

6月 15 日
令和元年度仁木みらい塾第１回講

座
町民センター 教育長

6月 16 日
令和元年度第９回大江地域連合大

運動会

大江コミュニティセン

ター前グラウンド
教育長

6月 17・

19・21 日
仁木小学校学年別授業参観 仁木小学校 教育長

6月 18 日 定例校長会 役場 教育長

6月 18 日
令和元年度第１回仁木町社会教育

委員の会議
役場 教育長

6月 18 日
令和元年度第１回仁木町スポーツ

推進委員の会議
役場 教育長

6月 20 日 表彰状伝達式 役場 教育長

6月 20 日
令和元年第２回仁木町教育委員会

臨時会
役場 教育長、教育委員

6月 21 日 後志教育局川野教育支援課長来庁 役場 教育長

6月 22 日 2019 年度後志中学校剣道大会 山村開発センター 教育長

6月 22 日

仁木町子ども体験塾第 1回講座「フ

ェルトでニキボーをつくってみよ

～」

町民センター 教育長

6月 22 日

～24日

第 30 回全日本学童軟式野球北海道

大会マクドナルド・トーナメント後

志予選会

倶知安町 教育長
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6 月 23 日

第26回全後志パークゴルフ大会（兼

第 25 回ＪＡＬカップ全日本ＰＧ選

手権大会後志予選会）

ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

6月 24 日 仁木町防災会議 町民センター 教育長

6月 25 日

横関議長、上村副議長の自治功労賞

受賞を祝う会及びまちづくり懇談

会

札幌市 教育長

6月 26 日
後志中学校バドミントン大会及び

卓球大会応援
ニセコ町、倶知安町 教育長

6月 27 日

仁木町学校給食運営委員会及び学

校給食献立原案検討・物資選定委員

会委員辞令交付式

役場 教育長

6月 27 日
令和元年第２回仁木町学校給食運

営委員会
役場 教育長

6月 27 日
令和元年第２回学校給食献立原案

検討・物資選定委員会
役場 教育長

6月 28 日
令和元年度仁木町小学校陸上競技

大会
仁木小学校グラウンド 教育長

7月 1日 教育委員会職員辞令交付式 役場 教育長

7月 1日 後志中学校野球大会応援（決勝戦） 黒松内町 教育長

7月 1日 銀山中学校授業参観 銀山中学校 教育長、教育委員

7月 3日 仁木中学校授業参観 仁木中学校 教育長

7月 6日
NIKI Hills ワイナリーグランドオ

ープン祭
NIKI Hillsワイナリー 教育長

7月 7日 第 36 回大江学園祭「花菖蒲まつり」 大江学園前広場 教育長

7月 8日 町営プール管理人辞令交付式 役場 教育長

7月 8日
北海道余市紅志高等学校の在り方

を考える会
余市町 教育長

7月 9日
令和元年度仁木町特別支援教育育

成会体験学習
フルーツパークにき 教育長

7月 9日 教育委員会職員昼食歓送迎会 役場 教育長
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7 月 9日
社会を明るくする運動町村訪問車

両パレード
役場 教育長

7月 10 日
仁木陸上スポーツ少年団全道大会

出場に向けての表敬訪問
役場 教育長

7月 11 日
第 56 回北海道市町村教育委員研修

会
札幌市 教育長

7月 13 日
第 15 回さくらんぼ杯パークゴルフ

大会

ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

7月 14 日 議会全員協議会 役場 教育長

7月 14 日
第２回フルーツ＆ワインマラニッ

ク
仁木町内一円 教育長

7月 14 日
第 36 回仁木町さくらんぼフェステ

ィバル
フルーツパークにき 教育長

7月 16 日 定例校長会 役場 教育長

7月 16 日
令和元年度第２回後志管内市町村

教育委員会教育長会議
倶知安町 教育長

7月 16 日
令和元年度公立高等学校配置計画

地域別検討協議会（第２回）
倶知安町 教育長

7月 17 日
令和元年度地域学習活動「地区学

級」企画推進会議
役場 教育長

7月 19 日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会第３回協議会
ニセコ町 教育長

7月 23 日 議会全員協議会 役場 教育長

7月 23 日 中体連全道大会出場報告 役場 教育長

7月 25 日 町営プール管理人辞令交付式 役場 教育長

7月 25 日
第４地区教科書採択教育委員会協

議会（第２回）
倶知安町 教育長

7月 26 日
第 69 回『社会を明るくする運動』

北後志住民集会
余市町 教育長

7月 27 日 仁木消防団演習
仁木消防団拠点施設

前、町民センター
教育長

7月 27 日

～8月 7日

仁木町子ども体験塾第２回講座「ど

ろんこ教室」
陶芸センター 教育長

7月 27 日 第 13 回ぎんざんマラニック 銀山中学校 教育長
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7 月 29 日 見積り合せ 役場 教育長

7月 30 日
令和元年度第１回仁木町学校経営

研修会
役場 教育長、教育委員

7月 30 日
学校経営研修会懇親会及び渡教育

委員の歓迎会
余市町 教育長、教育委員

8月 2日
第４地区教科書採択教育委員会協

議会（第３回）
倶知安町 教育長

8月 5日 仁木町議会議員当選証書付与式 町民センター 教育長

８月 10日
仁木町子ども体験塾第３回講座「夏

の体力測定会」
銀山小学校 教育長

8月 13 日
令和元年第２回仁木町議会臨時会

（初議会）
役場 教育長

8月 20 日 定例校長会 役場 教育長

8月 21 日

～22日

令和元年度後志町村教育委員会協

議会教育長部会夏季研修会
余市町 教育長

8月 23 日
ＤＡＣ未来サポート文化事業団事

業説明
役場 教育長

8月 23 日
令和元年度仁木町教職員互助会レ

クリエーション大会

山村開発センター、

余市町
教育長

8月 24 日 第 18 回教育長杯パークゴルフ大会
ふれあい遊トピア公園

パークゴルフ場
教育長

8月 24 日
第 65 回仁木町少年少女ソフトボー

ル大会
仁木小学校グラウンド 教育長

8月 26 日

～28日
令和元年度第１回定例監査 役場 教育長

8月 27 日
後志教育局神守義務教育指導監学

校訪問
仁木小・中学校 教育長

8月 29 日 仁木町議会議員会懇談会 フルーツパークにき 教育長

8月 31 日
令和元年度北海道余市紅志高等学

校同窓会総会及び懇親会
余市町 教育長

9月 1日
第 67 回後志ＰＴＡ研究大会

（仁木大会）
町民センター 教育長

9月 2日 狂言和泉流宗家 和泉家来庁対応 役場 教育長

9月 2日 仁木町議会全員協議会 役場 教育長
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9 月 4日

～6日

平成 30 年度余市郡仁木町各会計決

算審査
役場 教育長

9月 6日
第４地区教科書採択協議会事務局

慰労会
余市町 教育長

9月 9日 後志教育局教育支援課長との協議 役場 教育長

9月 9日 仁木中学校第３回授業参観 仁木中学校 教育長

9月 11 日 人事評価システム操作説明会 町民センター 教育長

9月 11 日 情報モラル教育参観 仁木小学校 教育長

9月 13 日 令和元年度仁木町敬老会 町民センター 教育長

9月 14 日
仁木町子ども体験塾第４回講座「イ

ングリッシュチャレンジ」
町民センター 教育長

9月 16 日
子ども体験塾特別講座「ボルダリン

グ教室」
フルーツパークにき 教育長

9月 17 日 定例校長会 役場 教育長

9月 19 日
第 74 回国民体育大会「いきいき茨

城ゆめ国体 2019」出場激励
役場 教育長

9月 20 日 第３回授業参観 銀山小学校 教育長

9月 22 日 第 49 回ふれあい祭り 銀山学園 教育長

9月 25 日 令和元年第３回仁木町議会定例会 役場 教育長

9月 27 日 政策調整会議 役場 教育長

9月 27 日
平成 30 年度教育に関する事務の管

理及び執行の状況の点検及び評価
役場 教育長

9月 28 日
仁木野球スポーツ少年団育成会長

杯少年野球大会

ふれあい遊トピア公園

野球場、仁木小学校
教育長

9月 30 日
後志小中学校長会北ブロック懇親

会
古平町 教育長

10 月 1日 教育委員の辞令交付式 役場 教育長、教育委員

10 月 1日 人事評価に係る評価者研修 町民センター 教育長
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10 月 2日
令和元年度後志管内公立小中学校

教職員人事推進会議
倶知安町 教育長

10 月 2日
令和元年度第３回後志管内市町村

教育委員会教育長会議
倶知安町 教育長

10 月 2日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会教育懇談会
倶知安町 教育長

10 月 2日
後志町村教育委員会協議会教育長

部会第４回協議会（臨時総会）
倶知安町 教育長

10 月 2日 総合計画策定庁内会議 役場 教育長

10 月 4日 令和２年度就学児健診
町民センター、

保健センター
教育長

10 月 5日 令和元年度仁木中学校学校祭 仁木中学校 教育長、教育委員

10 月 5日 2019 年度銀中祭 銀山中学校 教育長、教育委員

10 月 6日 第 45 回仁木町うまいもんじゃ祭り フルーツパークにき 教育長

10 月 9日 定例校長会 役場 教育長

10 月 9日 第１回仁木町学校整備促進審議会 町民センター 教育長

10月 11 日
「ゆたかな教育をめざす全道キャ

ラバン」訪問
役場 教育長

10月 12 日 令和元年度銀山小学校学芸会 銀山小学校 教育長、教育委員

10月 14 日

第 38 回町民スポーツ大会「秋のハ

イキング大会」（仁木町子ども体験

塾共催）

銀山中学校前 教育長

10月 15 日

～17日
平成 30 年度各会計決算特別委員会 役場 教育長

10月 18 日
令和２年度仁木町職員採用（面接）

試験
役場 教育長

10月 19 日 令和元年度仁木小学校学芸会 仁木小学校 教育長、教育委員

10月 21 日
令和元年度後志小中学校長研究大

会
京極町 教育長

10月 23 日
令和元年度後志小中学校教頭会北

ブロック教育懇談会
余市町 教育長
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10 月 24 日
第 41 回全国公民館研究集会北海道

大会
札幌市 教育長

10月 25 日

～26日

北海道町村教育委員会連合会教育

長部会研修会（三委員会）
札幌市 教育長

10月 26 日

～27日
第 52 回仁木町文化祭 町民センター、役場 教育長

10月 28 日

～29日

令和２年度教職員人事異動に係る

教育長面談
町内小・中学校 教育長

10月 29 日
令和元年度後志中学校北後志ブロ

ック弁論大会
赤井川村 教育長

10月 31 日
令和元年度後志町村教育委員会協

議会臨時総会
ニセコ町 教育長、教育委員

10月 31 日
令和元年度後志管内町村教育委員

研修会並びに教育懇談会
ニセコ町 教育長

11 月 1日
令和元年仁木町功労賞・功績賞表彰

式
町民センター 教育長

11 月 4日

仁木みらい塾特別講座 南極犬ぞ

り横断３０周年記念「THINK SOUTH

FOR THE NEXT」

町民センター 教育長

11 月 5日 教育委員学校視察 町内小・中学校 教育長、教育委員

11 月 6日 銀山中学校第３回参観日 銀山中学校 教育長

11 月 8日
令和２年度仁木町職員採用(面接)

試験
役場 教育長

11月 10 日
ＭＯＡ美術館小樽児童作品展表彰

式
小樽市 教育長

11月 12 日 令和元年度後志中文連弁論大会 泊村 教育長

11月 12 日
令和元年度後志教育局義務教育指

導主事学校教育指導
仁木小学校、役場 教育長

11月 13 日 政策調整会議 役場 教育長

11月 16 日
令和元年度スポーツ少年団体力測

定会(仁木町子ども体験塾共催)
山村開発センター 教育長

11月 17 日
令和２年度仁木町職員採用(面接)

試験(水道技術職)
役場 教育長

11月 18 日
総合計画に係る教育委員ヒアリン

グ
役場 教育長、教育委員
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11 月 19 日
義務教育担当指導主事学校教育指

導（学校訪問等）
仁木中学校、役場 教育長

11月 20 日

令和元年度後志へき地複式教育研

究大会仁木大会及び義務教育担当

指導主事学校教育指導（学校訪問

等）

銀山小学校 教育長

11月 20 日
後志教育局櫻井局長による櫻ヶ丘

学園訪問
櫻ヶ丘学園 教育長

11月 21 日 定例校長会 役場 教育長

11月 21 日
ＤＡＣセブンサミッツ冒険教室（道

徳特別授業）
仁木中学校 教育長

11月 26 日 臨時校長会 役場 教育長

11月 27 日
にき果実とやすらぎの里大使井口

資仁氏来町

山村開発センター、

余市町
教育長

11月 27 日

～28日

後志教育局神守義務教育指導監学

校訪問
町内小・中学校 教育長

11月 28 日 後志教育局協議 倶知安町 教育長

11月 29 日 仁木小学校学年別参観日（高学年） 仁木小学校 教育長

11月 30 日 爽友会国政報告会並びに例会 余市町 教育長

12 月 2日 銀山小学校学年別授業参観 銀山小学校 教育長

12 月 3日
全道小学校安全マップコンクール

表彰状授与式
仁木小学校 教育長

12 月 5日
令和２年度当初教職員人事に係る

人事協議
役場 教育長

12 月 5日
仁木町学校教育基本方針策定にか

かる櫻ヶ丘学園との協議
役場 教育長

12 月 6日 余市紅志高等学校総合学科発表会 余市町 教育長

12 月 7日 第 28 回仁木混声合唱団定期演奏会 町民センター 教育長

12月 10 日 議会運営委員会 役場 教育長

12月 11 日
第 39 回全国中学生人権作文コンテ

スト小樽地区大会表彰状授与式
仁木中学校 教育長
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12 月 11 日

～12日

仁木町学校教育基本方針策定に係

る意見交換会

銀山生活改善センタ

ー、町民センター
教育長

12月 13 日 令和２年度職員採用面接（保健師） 役場 教育長

12月 13 日 定例校長会 役場 教育長

12月 14 日 大江地区クリスマスの集い 大江学園 教育長

12月 15 日
果実とやすらぎの里大使岩本衣美

里さん展示品贈呈式
町民センター 教育長

12月 15 日
仁木町子ども体験塾第７回講座「世

界チャンピオンに空手を習おう」
町民センター 教育長

12月 19 日 令和元年第４回仁木町議会定例会 役場 教育長

12月 20 日 仁木町議会議員会定例懇親会 余市町 教育長

12月 30 日 令和元年町民センター舞台納め式 町民センター 教育長

1月 4日 仁木町民スキー場オープン 町民スキー場 教育長

1月 5日
令和２年仁木消防団出初式及び表

彰伝達式

仁木消防団拠点施設

前、町民センター
教育長

1月 6日 令和２年仕事始め町長訓示 町民センター 教育長

1月 6日 令和２年町民センター舞台始め式 町民センター 教育長

1月 7日
臨時教頭会（義務教育指導監学校経

営指導訪問）
役場 教育長

1月 12 日 令和２年仁木町成人式 町民センター 教育長、教育委員

1月 15 日
学校施設に係る個別施設計画策定

に係る総務省ヒアリング
役場 教育長

1月 16 日
令和元年度第２回後志管内公立小

中学校教職員人事推進会議
役場 教育長

1月 16 日 道徳教育推進事業 銀山中学校 教育長、教育委員

1月 16 日 政策調整会議 役場 教育長

1月 18 日
仁木町子どものつどい（仁木町子ど

も体験塾共催）
町民センター 教育長
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1 月 20 日
令和２年度当初予算町長査定（生涯

学習係）
役場 教育長

1月 20 日 総合計画策定会議 役場 教育長

1月 21 日 令和２年度当初予算町長査定 役場 教育長

1月 22 日 定例校長会 役場 教育長

1月 23 日
令和２年第１回仁木町総合教育会

議
役場 教育長、教育委員

1月 23 日
令和元年度第２回仁木町学校経営

研修会
役場 教育長、教育委員

1月 23 日 学校経営研修会懇親会 余市町 教育長、教育委員

1月 26 日 然別町内会「新年懇親会」 然別生活館 教育長

1月 27 日
令和元年度仁木町議会議員会主催

懇親会
札幌市 教育長

1月 28 日 令和２年度仁木町陶芸愛好会総会 町民センター 教育長

1月 31 日 議会全員協議会 役場 教育長

2月 1日
仁木町子ども体験塾第９回講座「三

世代交流ふれあい教室」
町民センター 教育長

2月 4日 令和元年度第２回定例監査 役場 教育長

2月 5日
令和２年度当初小中学校教職員人

事協議
倶知安町 教育長

2月 6日 令和元年度北海道原子力防災訓練 役場 教育長

2月 11 日 令和２年度銀山女性の会定期総会 レストランふれあい 教育長

2月 13 日 定例校長会 役場 教育長

2月 14 日
令和元年度仁木町特別支援教育連

携協議会
役場 教育長

2月 15 日 令和元年度退職校長を囲む会 倶知安町 教育長

2月 17 日 銀山中学校授業参観 銀山中学校 教育長
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2 月 19 日
第 18 回教育長杯室内パークゴルフ

大会
山村開発センター 教育長

2月 19 日
令和元年度後志町村教育委員会教

育委員研修会
ニセコ町 教育長、教育委員

2月 20 日 政策調整会議 役場 教育長

2月 20 日
第２回新型コロナウイルス感染症

対策連絡会議
役場 教育長

2月 21 日 仁木小学校学年別授業参観日 仁木小学校 教育長

2月 21 日
令和元年度第３回仁木町総合計画

策定庁内会議
役場 教育長

2月 26 日 第１回臨時校長会 役場 教育長

2月 26 日 仁木町議会議員全員協議会 役場 教育長

2月 27 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

2月 28 日
令和２年第１回仁木町学校給食運

営委員会
役場 教育長

2月 28 日
令和２年第１回仁木町学校給食献

立原案検討・物資選定委員会
役場 教育長

2月 28 日 第２回臨時校長会 役場 教育長

2月 28 日
第３回新型コロナウイルス感染症

対策連絡会議
役場 教育長

3月 1日 仁木町民スキー場クローズ 町民スキー場 教育長

3月 2日
第４回新型コロナウイルス感染症

対策連絡会議
役場 教育長

3月 2日

新型コロナウイルスの対応に関す

る市町村教育委員会教育長との意

見交換会

倶知安町 教育長

3月 3日 特別支援連携協議会ケース会議 役場 教育長

3月 3日 第３回臨時校長会 役場 教育長

3月 4日
第５回新型コロナウイルス感染症

対策連絡会議
役場 教育長
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3 月 4日

第２回新型コロナウイルスの対応

に関する市町村教育委員会教育長

との意見交換会

倶知安町 教育長

3月 5日 第４回臨時校長会 役場 教育長

3月 6日 令和２年度教職員人事異動内示 各小・中学校 教育長

3月 6日 令和２年第１回仁木町議会定例会 役場 教育長

3月 9日

～12日
令和２年度各会計予算特別委員会 役場 教育長

3月 10 日 第５回臨時校長会 役場 教育長

3月 13 日 第 73 回卒業証書授与式 仁木中学校 教育長

3月 13 日 第 73 回卒業証書授与式 銀山中学校 教育長

3月 16 日 仁木町議会運営委員会 役場 教育長

3月 16 日 学校経営指導 仁木中学校、役場 教育長

3月 17 日 定例校長会 役場 教育長

3月 18 日 特別支援連携協議会ケース会議 役場 教育長

3月 19 日 第 73 回卒業証書授与式 仁木小学校 教育長

3月 19 日 定例教頭会 役場 教育長

3月 19 日 学校経営指導 仁木中学校、役場 教育長

3月 19 日
第６回新型コロナウイルス感染症

対策連絡会議
役場 教育長

3月 20 日 第 73 回卒業証書授与式 銀山小学校 教育長

3月 24 日 人事評価適正化会議 役場 教育長

3月 25 日 滝上善市氏から寄付受領 滝上イト宅 教育長
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3 月 26 日 銀山小学校退職教員辞令交付 銀山小学校 教育長

3月 26 日

第３回新型コロナウイルスの対応

に係る市町村教育委員会教育長と

の意見交換会

倶知安町 教育長

3月 26 日 第７回臨時校長会 役場 教育長

3月 29 日
仁木町子ども体験塾第10回講座「親

子料理教室」
保健センター 教育長

3月 30 日
仁木町学校給食共同調理場調理員

採用面接
役場 教育長

3月 31 日 仁木小学校に手作りマスクの寄贈 仁木小学校 教育長
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令和元年度事務事業点検・評価 シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 教育委員会の組織運営
執行方針

重点施策
－

事業費

決算額
1,490,835円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 総務学校教育係

主な事業内容

教育委員会は、原則公開で毎月定例会１回と、必要に応じて臨時会を開催しています。

この会議において、教育行政方針の決定、教育に関する規則等の制定、仁木町文化財

の指定など、様々な問題について審議します。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び仁木町教育委員会会議規則に基づき、

定例会を１２回、臨時会を３回開催しました。

※ 教育委員会の開催状況と教育長・教育委員の研修・視察状況は３～２３ページの

とおりです。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

今年度から実施し学校のあり方を検討する「仁木町学校整備促進審議会」の結果等

を踏まえ、審議会の内容やアンケート結果について情報提供し、教育委員会内で検討

することができたと考えております。

また、教育関係の規則５件及び要綱９件を制定するなど、教育委員会の運営を円滑

に進めているほか、研修会等への参加により、教育現場の取組が深く理解できたと考

えています。

◎ 今後の方針

教育現場での取組を理解していくほか、小中一貫教育や学校教育の今後のあり方に

ついて、研修などを通じて理解を深める活動を進めて参ります。

総学－１
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 学校整備促進審議会事業
執行方針

重点施策
確かな学力の育成

事業費

決算額
1,241,246円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 総務学校教育係

主な事業内容

人口減少や少子化に伴う児童生徒数の減少及び学校施設の老朽化など仁木町の教育

が抱えている課題や問題、並びに近い将来に検討が必要となる小中一貫教育やコミュニ

ティスクールなど教育の変革について、仁木町の将来を見据えて望ましい学校のあり方

を検討し一定の方向性を示す「仁木町学校教育基本方針」を策定する必要があることか

ら、仁木町学校整備促進審議会を開催しています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・保護者アンケートの実施 ２回実施

２回目のアンケート結果は、巻末の参考資料のとおりです。

・基本方針案の策定支援業務の委託

着手：6月20日 完了：３月４日 委託先：株式会社ドーコン

・審議会の開催 1回開催

第１回 10月 9日（水） 委員9人出席

・住民意見交換会の開催 ２回開催

銀山地区12月 11日（水）27人参加 仁木地区12月 1２日（木）21人参加

・仁木町議会議員へ中間報告

1月31日（金）開催の全員協議会にて説明

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

年度途中までは事業自体は順調に進めており、年度内に基本方針案を策定する予定

でしたが、小中一貫教育に対する住民や保護者の理解が深まっていないこと、及び保

護者理解を深めるための説明会や基本方針を審議する審議会が、新型コロナウイルス

感染症拡大予防対策のため開催できなかったことにより、策定業務を進めることが困

難となり、十分な成果を得ることができませんでした。

◎ 今後の方針

新型コロナウイルス感染症の状況を考慮しながら、保護者や住民に対する理解を深

める活動を展開します。並行して、審議会が開催できる状況を見極めつつ保護者や住

民の意見を取り入れた基本方針案を策定していきます。

総学－２
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 児童生徒教育事務事業
執行方針

重点施策
－

事業費

決算額
305,110円 評価 B

事業の

方向性
B 担当 総務学校教育係

主な事業内容

学校保健安全法に定められている小学校就学前健康診断の実施、及び特別支援教育に

関する各協議会、並びに児童生徒が使用する教科書を採択する協議会の運営に伴う経費

を負担しています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・小学校就学前健康診断の実施 １０月４日（金） ３０人実施

検査内容：知能、言語、内科、歯科、聴力、視力

・特別支援教育に関する協議会 5団体

北海道特別支援学級教育研究連盟、後志特別支援教育連絡協議会、北後志特別支援

連携協議会、北後志言語障害児教育連絡協議会、仁木町特別支援教育育成会

・教科書を採択する協議会

第4地区教科書採択教育委員会協議会（小樽市を除く後志全町村が参加）

小学生の教科書採択期間 令和2年度から4年間

中学生の教科書採択期間 令和3年度から4年間

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

就学前健康診断では、身体的な健康管理のほかに、必要に応じて受診者が学校生活

で困らないよう町保健師や北後志言語障害児教育連絡協議会と連携して、保護者へ保

健上必要な助言を行っており、配慮の必要な受診者の把握に成果を得ています。

特別支援教育に関する協議会や教科書を採択する協議会については、児童生徒が健

やかな学校生活を送るうえで、必要な団体と捉えています。

◎ 今後の方針

これまでと同様に事業を実施いたします。しかし、現在の就学前健康診断だけでは

学校生活で困り感が発生する子を精査できないため、特別支援連携協議会でのケース

会議等で、保護者への周知方法について調査研究していきます。

総学－３



27

令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 教職員研修事業
執行方針

重点施策
信頼される学校づくり

事業費

決算額
906,700円 評価 B

事業の

方向性
B 担当 総務学校教育係

主な事業内容

教育研究の推進や教職員による主体的な資質の向上を支援するため、教育研修団体や

研究大会に対し補助を行い、教育の充実を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・教育研修団体や研究大会に対する補助は次のとおりです。

仁木町教育研究会 280,000円

仁木町校長会 80,000円

仁木町教頭会 50,000円

後志教育研修センター 456,700円

後教研音楽科研究大会 30,000円

・教職員の研修参加状況は次のとおりです。

２６名（延べ人数）

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

教職員の研修に係る事業であることから、教職員の指導力向上を図ることを主目的

としており、必要不可欠と考えます。創意工夫した教育課程の編成やきめ細かな指導

計画の作成、教職員の指導力向上に効果がありました。

◎ 今後の方針

後教研ブロック教育研究会については、あり方について継続的に検討する必要があ

ります。

総学－４
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 高校通学費補助事業
執行方針

重点施策

仁木町まち・ひと・

しごと創生総合戦略

事業費

決算額
2,314,720円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 総務学校教育係

主な事業内容

教育の機会均等と地域社会に有為な人材を育成するため、高等学校に通学する生徒に

対し、通学費補助又は下宿費補助を行い有用な人材の育成を図っており、令和3年度ま

での時限事業で、ふるさと振興基金を活用しています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

仁木町高等学校生徒通学費等補助金の交付状況は次のとおりです。

（桜ヶ丘学園生は国庫負担金の受給により対象外）

◎補助対象者57人 補助人数49人 補助金額 2,314,720円

※内訳 札幌5人、小樽40人、余市1人、倶知安1人、下宿2人

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

仁木町補助規則及び仁木町高等学校生徒通学費等補助金交付要綱に基づき実施し

ています。令和元年度は高等学校に通学する49名の生徒に補助金を交付することで、

保護者の負担を軽減し、未来を担う子どもたちにゆとりのある修学の機会を与えてい

ます。

◎ 今後の方針

平成２９年度から本事業を実施しておりますが、事業の効果を見極め、必要に応じ

て、見直し・改善していきます。

総学－５
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 教育関係支援員事業
執行方針

重点施策
確かな学力の育成

事業費

決算額
18,230,196円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 総務学校教育係

主な事業内容

１ 外国語指導助手招致事業（ＡＬＴ）

中学生に対する英語の発音や国際理解教育の向上を目的に平成21年度から配置し

ており、平成30年度からは小学生における外国語教育の教科化に対応するべく2人

体制で事業を進めている。

２ 特別支援教育等事業

学校経営のアドバイスから放課後学習などの学習指導まで幅広く対応するため２

名の学校力向上支援員と、学習や学校生活において支援を必要とする児童生徒の指導

充実を図るため、町内４校に６名の特別支援教育支援員を配置し、きめ細やかな支援

を行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 外国語指導助手招致事業（7,869,129円）

小学校と中学校に１人ずつ配置しており、曜日に応じて、仁木又は銀山の小中学校

に勤務しています。

２ 特別支援教育等事業（10,361,067円）

学校力向上支援員は小学校と中学校に１人ずつ配置し、主に仁木地区の学校で勤務

しており、銀山地区の学校も巡回しており、特別支援教育支援員は、仁木小２名、銀

山小２名、仁木中１名、銀山中１名が勤務しています。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ 外国語指導助手招致事業

ＡＬＴは、外国語における正しい発音や児童生徒の外国人との交流などに必要であ

り、特に小学校の授業においては中心的な役割を果たしています。

２ 特別支援教育等事業

学校力向上支援員は、校長経験者を採用しており、児童生徒に対する学習指導のほ

かに学校の管理職に対する学校経営の支援を行っており、専門的な教育分野に対して

も助言しています。また、特別支援教育支援員は、学校職員だけではカバーしきれな

い個に応じた支援を行っており、児童生徒に対する教育支援や生活支援に効果があり

ました。

◎ 今後の方針

外国語指導助手は今後の外国語活動に必ず必要であり、両支援員についても個に応

じた支援を必要している児童生徒が増加していることから、児童生徒の状況を各学校

と協議しながら支援員を適正に配置していきます。

総学－６
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名
教育委員会が設置する

委員会等開催事業

執行方針

重点施策
確かな学力の育成

事業費

決算額
26,258円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 総務学校教育係

主な事業内容

１ いじめ防止委員会

子どもに対するいじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処を基本理念と

して、通報又は相談を受けたいじめに関する対策を行うため、有識者による専門的か

つ客観的な立場からの調査、審議、調整等を行います。

２ 特別支援連携協議会

特別支援教育の推進に関する認識を高め、地域の連携協力の強化及び支援を必要と

する幼児及び児童生徒の実態を把握し、適切な相談・支援体制等の調整を図ります。

３ 不登校等児童・生徒支援会議

小中学校に在籍する不登校等児童・生徒に対して、教育相談や適応指導を通して集

団生活への適応を促し、学校生活への早期復帰を支援します。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ いじめ防止委員会（17,544円）

・3月30日（月） 5人出席 いじめ事案に関する経過報告と今後の対応

２ 特別支援連携協議会（8,714円）

・協議会 2月14日（金） 8人出席

・個別のケース会議 6回開催

３ 不登校等児童・生徒支援会議

・事案がなかったことにより開催なし

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

いじめ事案の発生によりいじめ防止委員会が開催され、委員から専門的な意見を伺

えたことにより、事案が緩和できたと考えられます。

特別支援連携協議会においては、困り感のある児童生徒に対する個別のケース会議

を多く開催しており、児童生徒とその保護者及び学校の問題解消に寄与しています。

不登校等児童・生徒支援会議は、事案がなかったことにより開催しませんでした。

◎ 今後の方針

各委員会等は、児童生徒に対する各種問題の解消や緩和に向けた意見を取りまとめ

るため必要な組織と考えており、現状を維持する必要があります。

また、事案が発生していない委員会等においても、年に１回は開催するよう調整す

ることとします。

総学－７
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名
校外学習及び

総合的な学習支援事業

執行方針

重点施策

豊かな心と健やかな

身体の育成

事業費

決算額
2,250,848円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 総務学校教育係

主な事業内容

１ 校外学習事業

小学校陸上競技大会及び町内合同社会科見学を行い学校間の交流を図るほか、スキ

ー授業等校外学習の充実及び中体連・中文連へ積極的に参加しています。

２ 総合的な学習事業

各学校が児童生徒の興味や関心を持つ学習など特色ある教育活動を行っています。

また、中学校においては、職業体験により、働くことへの興味・関心を育むことや、

個々の将来像を描かせるなどの活動を行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 校外学習事業（2,069,148円）

・主な事業 町内合同社会科見学（小学3･4 年）、ｽｷｰ授業、芸術文化にふれる事業

・主な補助金 中体連中文連関係補助金、へき地複式教育補助金

２ 総合的な学習事業（181,700円）

・ふるさと学習（農作物収穫体験･町内文化財見学）、ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄの様子を学習、町内

外の企業等への職業体験、外部講師の講演など

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ 校外学習事業

スキー授業や合同の社会科見学等を実施することにより、学校内外の交流も図られ

ているほか、芸術文化にふれる事業では、演劇鑑賞により思春期の感受性を育むこと

に寄与しています。また、中体連等への参加補助については、多くの生徒が後志大会

で優秀な成績を収めるなど、各競技のレベルアップが図られています。

２ 総合的な学習事業

地域の自然環境や社会環境を生かした体験的学習では、ふるさとへ愛着を持つ心を

育んでいることや、外部講師による講演では道徳教育を行っています。また、職場体

験では、自分の将来に対する職業観を身に付ける有意義な機会となりました。

◎ 今後の方針

両事業とも現状を維持する必要があります。今後はコミュニティスクールを設置し

て、地域の活用やつながりを強めていくことを検討していきます。

総学－８



32

令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 通学バス運行事業
執行方針

重点施策
安全･安心な学校･地域づくり

事業費

決算額
14,263,295円 評価 B

事業の

方向性
Ａ 担当 総務学校教育係

主な事業内容

大江、砥の川、然別、尾根内、長沢地区から通学する児童の安全を図るため、通学バ

スを運行しています。

また、登校時は中学生の乗車も可能とし、有効活用を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・仁木地区 2台運行

大江ルート 登校200回 下校173回 計373回

然別ルート 登校204回 下校212回 計416回

・銀山地区 １台運行

登校201回 下校285回 計486回

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

登下校用のバスを運用することで、遠方から通学する児童生徒の安全を図ってお

り、天候不良時においても、事故等も無く登下校することができました。

◎ 今後の方針

現状を維持する必要がありますが、将来的な児童・生徒の推移に応じた、バスの効

率的な運行やニキバスを活用することなどの調査・研究が必要と考えます。

総学－９
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 学校評議員運営事業
執行方針

重点施策
信頼される学校づくり

事業費

決算額
88,514円 評価 B

事業の

方向性
B 担当 総務学校教育係

主な事業内容

様々な学校情報を学校評議員に提供するとともに、保護者の意見を広く聴いて可能な

限り教育活動に反映できるよう、開かれた学校づくりを進めています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・各学校における学校評議員会の状況

仁木小学校 委員４名、会議２回開催

銀山小学校 委員３名、会議２回開催

仁木中学校 委員３名、会議３回開催

銀山中学校 委員３名、会議２回開催

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

開かれた学校づくりのため、学校情報を保護者や地域に提供するとともに、評議員

等から要望や意見を広く聴くことや保護者へ学校評価アンケート調査等を実施する

ことにより、教育活動の参考にしています。保護者や地域から学校に対する関心が高

まることで、学校行事や授業への参加・協力体制が強まり、広く地域からの意見を聴

くことにより、各学校の改善点を把握することができました。

◎ 今後の方針

現状を維持する必要があります。また、さらに地域の力を活用するためにコミュニ

ティスクールを設置して、本事業の今後の運営について検討していく必要がありま

す。

総学－１０
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 学校施設及び設備整備事業
執行方針

重点施策
安全･安心な学校･地域づくり

事業費

決算額
23,569,950円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 総務学校教育係

主な事業内容

児童生徒に対して安全な学校生活を提供するため大規模な学校施設の修繕工事や、時

代に合った ICT の教育環境に対応するため教育設備の整備を目的に事業を展開してい

ます。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 学校維持補修事業（491,400円）

・仁木小ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾊﾞｯｸﾈｯﾄ緩衝材設置工事、銀山小倉庫解体工事

２ 高度情報ネットワーク事業（23,078,550円）

・校務支援システムソフト購入4校分 3,834,000円

・パソコン更新業務 PC122台ほか 18,338,400円

・その他周辺機器購入ほか４契約 906,150円

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

学校施設は必要に応じて補修を実施しており、今年度も児童生徒の安全に配慮した

修繕を適切に行いました。

高度情報ネットワーク事業に関しては、働き方改革アクションプランに基づき各学

校に校務支援システムを導入したほか、OSのサポート切れに応じた各学校のパソコ

ンの更新とパソコン教室と職員室に無線LANを整備して、国が掲げているＧＩＧＡ

スクール構想を着実に進めております。

また、校内ネットワークについては、教職員の校務用、教職員の外部接続用、学習

用の３つに区分し、仁木町セキュリティポリシーに沿ったネットワークの再構築を実

施しております。

◎ 今後の方針

学校の維持補修について、大規模な補修は個別施設計画を策定して計画的に補修し

ていきます。

高度情報ネットワーク事業については、ＧＩＧＡスクール構想が目指している１人

１台端末の実現に向け取組ます。

総学－１１
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 教育振興一般事業
執行方針

重点施策

豊かな心と健やかな

身体の育成

事業費

決算額
1,001,471円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 総務学校教育係

主な事業内容

小中学校の卒業式で贈呈する記念品の購入や、学校図書及び授業等で使用する教材備

品を購入し、教育活動の充実を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・卒業記念品 小学校２８人、中学校３２人に贈呈 １３２，７１５円

・図書備品と教材備品の購入実績

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

児童生徒の読書活動の推進や効果的な教材備品を活用した授業を推進しているほ

か、各学校とも図書備品を活用し、読書の習慣付けに取組んでいます。

また、教材備品を活用した魅力的な授業づくりを進めています。

◎ 今後の方針

これまで各学校から購入希望を取りまとめ、精査・協議し、予算計上します。

区 分 図 書 教 材 合 計

仁木小学校 115冊 164,720円 39,000円 203,720円

銀山小学校 58冊 192,440円 49,452円 241,892円

仁木中学校 62冊 128,886円 27,120円 156,006円

銀山中学校 98冊 236,910円 30,228円 267,138円

合 計 333冊 722,956円 145,800円 868,756円

総学－１２
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名
就学援助・特別支援

教育就学奨励事業

執行方針

重点施策
－

事業費

決算額
5,002,482円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 総務学校教育係

主な事業内容

児童生徒の教育振興のため、遠距離通学児童生徒に対する交通費の補助及び経済的理

由により就学困難な児童生徒に対して、学用品、給食費等の補助により家庭の経済的支

援を行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・遠距離通学に対する補助

中学生 ０人

・要保護及び準要保護児童生徒に対する就学援助

小学生 ２８人 ２，０４３，１０２円

中学生 １９人 ２，７１３，９３２円

・特別支援学級児童生徒に対する就学援助

小学生 １０人 １２８，１４８円

中学生 ０人 ０円

※ 中学生については認定者が１名（交流学習交通費を町が負担）

・交流学習交通費

２回 １１７，３００円

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

遠距離通学及び要保護及び準要保護児童生徒に対する補助や扶助については、条例

や要綱に基づき実施しており、経済的に厳しい状況の家庭に対して支援を行うことに

より、未来を担う子どもたちに対し、平等に就学機会を与えることができております。

◎ 今後の方針

継続して実施する必要があります。国や管内の動向等に基づき、認定基準の見直し

や給付時期の見直しを検討していく必要があります。

総学－１３
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 学校給食センター運営事業
執行方針

重点施策
学校給食の充実

事業費

決算額
58,984,626円 評価 Ｂ

事業の

方向性
A 担当 学校給食係

主な事業内容

衛生管理の徹底と作業の効率化を進め、地場産品を活用した安全で安心な学校給食の

提供に努めるとともに、食育について、学校と連携した給食指導を行っています。

なお、学校給食は赤井川村から事務を受託しており、赤井川村の小中学校にも給食の

提供を行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

（総事業費） ５８，９８４，６２６円

（一般会計） ３６，８１４，０８１円

報酬、給料、職員手当等、共済費、賃金、旅費、需用費、役務費、委託料、

使用料及び賃借料、負担金補助及び交付金、償還金利子及び割引料

（赤井川村からの受託収入） １３，０８１，０００円

（給食食材） ２２，１７０，５４５円

学校給食共同調理場会計決算額

収入22,275,362円－支出22,170,545円＝繰越104,817円

令和元年度の各学校給食提供日数

仁木小学校 １７６日 赤井川小学校 １７５日

銀山小学校 １７７日 都小学校 １７５日

仁木中学校 １８２日 赤井川中学校 １７８日

銀山中学校 １７６日

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

学校給食法及び仁木町学校給食共同調理場設置条例等に基づき、児童生徒の日常生

活における食事について、正しい理解と望ましい習慣を養い、栄養の改善及び健康の

増進を図っています。食事に係る望ましい習慣を身に付けることができました。

◎ 今後の方針

今後も継続して行います。

学給－１
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 学校給食補助事業
執行方針

重点施策
学校給食の充実

事業費

決算額
1,288,906円 評価 Ｂ

事業の

方向性
A 担当 学校給食係

主な事業内容

町に住所を有する義務教育期間中の児童・生徒の学校給食費について、２人目を半額、

３人目以降を無料とし、対象世帯に補助を行います。

なお、本事業は令和５年３月３１日までの事業となっています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１，２８８，９０６円 負担金補助及び交付金

上期補助金交付決定者（保護者）３９名

２人目児童 ３７名 ５４６，３００円

３人目児童 ７名 ２１１，０５６円

２人目生徒 ２名 ３６，５５６円

計 ４６名 ７９３，９１２円

下期補助金交付決定者（保護者）４０名

２人目児童 ３８名 ３５５，０４９円

３人目児童 ７名 １２０，２８９円

２人目生徒 ２名 １９，６５６円

計 ４６名 ４９４，９９４円

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

「仁木町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」により、子育て世代の

経済的負担の軽減を図っていきます。経済不況の中、子育て世代の保護者の負担を軽

減することができました。

◎ 今後の方針

今後も継続して行います。

学給－２
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 文化財保護事業
執行方針

重点施策
芸術・文化の振興

事業費

決算額
45,476円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 生涯学習係

主な事業内容

１ 文化財保護審議会運営事業

歴史と文化をより豊かに育み、次代に確実に伝え、町民が郷土に誇りと愛着の持て

る創造性豊かな文化活動の充実を図るとともに、現在受け継がれている文化財を大切

に保護し、町民生活の文化的向上に努めています。

２ 文化財保護事業

国有林野（稲穂峠国道地先）を借り上げ設置している松浦武四郎歌碑及び島義勇詩

碑の維持管理を行っています。

また、公共事業などに係る埋蔵文化財包蔵地所在確認調査も行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 文化財保護審議会運営事業（32,976円）

・会議開催状況 仁木町文化財保護審議会

第１回会議 ６月１１日（火）５名出席、第２回会議 １０月１日（火）４名出席

第３回会議（書面） ３月２日（月）５名出席

※ 文化財保護審議委員及び指定文化財一覧は、令和２年度仁木町社会教育推進計画

（３６・３９ページ）記載のとおりです。

２ 文化財保護事業（12,500円）

・稲穂峠国道地先 松浦武四郎歌碑等が建立されている国有林野借上契約

・北海道文化財保護協会への加盟

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

郷土の歴史への理解を深め、後世への遺産として適切な管理ができました。また、

地域資源の魅力を町内外に広くＰＲすることを目的に、仁木町ふるさと百選を見直

し、選定基準を設けました。

◎ 今後の方針

引き続き、「北海道文化財保護強調月間」の周知を行うとともに、「ふるさと百選」

の選定を行います。

また、文化財を学習教材として学校授業での活用を図る「ふるさと学習」を推進す

るほか、松浦武四郎歌碑等借上地の定期的な草刈りなど、適切な維持管理を行います。

生学－１
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 社会教育委員運営事業
執行方針

重点施策
社会教育活動の推進

事業費

決算額
122,635円 評価 B

事業の

方向性
B 担当 生涯学習係

主な事業内容

仁木町社会教育委員に関する条例に基づく１０名の委員により、社会教育行政に広く

各方面の良識と経験を反映させ、さらには地域の社会教育活動に対して、民間と行政が

緊密な連携を図るため、社会教育委員の会議を開催しています。

また、教育委員会で行う社会教育事業などについての審議や青少年教育に関する指

導、助言をいただいています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・会議開催状況 社会教育委員の会議

第１回会議 ６月1８日（火）９名出席、第２回会議 ９月9日（月）１０名出席

第３回会議 12月1２日（木）９名出席

第４回会議（書面） ３月１３日（金）９名出席

※ 社会教育委員は、令和２年度仁木町社会教育推進計画（３５ページ）記載のとお

りです。

・研修開催状況

後志管内社会教育委員連絡協議会定期総会【蘭越町】 ５月２１日（火）１名出席

第5９回北海道社会教育研究大会【帯広市】

10月1０日（木）～1１日（金）２名出席

後志管内社会教育委員正副委員長研修会【蘭越町】 1０月１８日（金）２名出席

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

社会教育法に基づき、生涯学習社会の実現に向け、各種会議及び活動などを行い、

社会教育活動の振興を図りました。

また、第８期仁木町社会教育中期計画（平成３０年度～令和４年度）に基づき、令

和元年度仁木町社会教育推進計画を策定し、社会教育の推進を図ることができまし

た。

◎ 今後の方針

仁木町の社会教育推進目標である「地域に根ざし、自ら活動する力を培う社会教育

の推進」に向け、各種活動の推進を図ります。

生学－２
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 町民センター等管理運営事業
執行方針

重点施策

社会教育活動の推進

スポーツ活動の普及と振興

事業費

決算額
5,241,685円 評価 B

事業の

方向性
B 担当 生涯学習係

主な事業内容

１ 町民センター管理運営事業

仁木町民センターは、生涯学習推進の拠点施設として、各種社会教育関係団体の練

習、発表の場として広く町民に利用されており、定期的に施設機材の整備点検を行い、

管理運営体制の充実に努めています。

２ 図書室運営事業

活字離れ、読書離れと言われる現代社会において、読書活動を通して本の魅力を伝

え、豊かな発想や創造力、協調性などの向上を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 町民センター管理運営事業（3,890,362円）

利用状況は、令和２年度仁木町社会教育推進計画（３３ページ）記載のとおりです。

２ 図書室運営事業（1,351,323円）

利用状況は、議案５８ページ及び令和２年度仁木町社会教育推進計画（２５ページ）

記載のとおりです。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ 町民センター管理運営事業

仁木町民センター設置条例等に基づき、生涯学習推進の拠点施設として、町民への

情報提供、さらには多様なニーズに応えるため、効果的な運営を行いました。

２ 図書室運営事業

町内読書サークルなどと連携を図り、読書活動を通して本の魅力を伝えることや、

仁木町子どもの読書活動推進計画に基づき、読書活動推進を図ることができました。

◎ 今後の方針

１ 町民センター管理運営事業

生涯学習を推進するための環境整備を図るほか、大規模改修などを見込んだ個別施

設計画の策定を、庁舎部分と調整を図りながら検討します。

２ 図書室運営事業

引き続き、仁木町子どもの読書活動推進計画に基づき、町内読書サークルなどと連

携を図り、事業を推進します。

生学－３
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 陶芸施設管理運営事業
執行方針

重点施策
社会教育活動の推進

事業費

決算額
98,600円 評価 B

事業の

方向性
B 担当 生涯学習係

主な事業内容

町民の文化振興に資し、兼ねて町内に居住する高齢者の学習機会の拡充及び福祉の増

進を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

利用状況は、令和２年度仁木町社会教育推進計画（３１ページ）記載のとおりです。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

仁木町陶芸施設等設置管理条例等に基づき、陶芸愛好者の活発な活動を支援し、利

用者の健康維持や生きがいづくりの一端を担いました。

◎ 今後の方針

毎年恒例となっている、仁木町陶芸愛好会の協力による「どろんこ教室」を継続し

ます。また、施設の老朽化等が進んでいることから、今後の在り方について検討を行

い、検討結果に基づき、個別施設計画の策定を検討します。

生学－４
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 少年教育事業
執行方針

重点施策
社会教育活動の推進

事業費

決算額
180,970円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 生涯学習係

主な事業内容

自主性、社会性を育て、ふれあいを深めた少年活動の活性化とリーダー養成の促進を

図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・子どもを健やかに育てる生徒指導連絡協議会の開催

定期総会 ５月７日（火）１５名出席、第１回会議 ６月１２日（水）１２名出席

第２回会議 １１月１２日（火）１０名出席

・子ども体験塾の開催

６月～２月（計１１回開催） 延べ２２３人参加

※ 開催状況は、令和２年度仁木町社会教育推進計画（１８～２０ページ）記載のと

おりです。

・子ども向け英会話教室の開催

６月１２日～２月１８日（計４１回開催） 延べ４０２人参加

・ジュニアリーダーコース（Hokkaido）への参加

７月２９日（月）～３１日（水）仁木中学校生２名

・地域子ども会の育成

３団体（中央１、中央５、銀山）の活動事業に対して補助金を交付

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

家庭・学校・地域社会との連携強化に努めながら、少年の健全育成を図っており、

子ども体験塾を中心とした子どもたちに様々な体験の場を提供することができまし

た。また、外国語指導助手（ＡＬＴ）を講師に放課後の時間を通して、英会話に対し

親しみや興味を深めるため、異文化交流教室を開催しました。

◎ 今後の方針

引き続き、人や物などの「地域の教育力」を取り入れながら、子どもたちが関心を

持ち、楽しみながら体験できる事業を展開するほか、事業がマンネリ化しないため新

たな事業を考案します。

生学－５
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 成人事業関係
執行方針

重点施策

社会教育活動の推進

芸術・文化の振興

事業費

決算額
516,593円 評価 B

事業の

方向性
A 担当 生涯学習係

主な事業内容

１ 成人式事業

平和な文化国家と活力ある郷土社会づくりへの新しい担い手として、成人となったこ

とを自覚し、自立しようとする青年を激励することを目的に成人式を開催しています。

２ 成人一般教育事業

仁木町ＰＴＡ連合会及び仁木みらい塾を中心とした自らを高める学習への支援と地

域活動への積極的な参加促進を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 成人式事業（236,593円）

令和２年仁木町成人式挙行 １月１２日（日）新成人２２人出席

２ 成人一般教育事業（280,000円）

・仁木町ＰＴＡ連合会活動状況

各種会議開催（計７回）、後志ＰＴＡ研究大会開催（４９名参加）ほか

・仁木みらい塾活動状況

第１回講座（コンテナガーデン作成）6月1５日（土）２６名参加

特別講座（南極犬ぞり30周年記念講演）11月４日（月）３００名参加

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ 成人式事業

成人となったことを自覚し自立しようとする青年を激励し、町内各種団体の協力を

得て、地域手づくりの思い出に残る成人式とすることができました。

２ 成人一般教育事業

仁木町ＰＴＡ連合会活動では、保護者と学校が協力し、学校教育及び家庭教育の理解

と振興を深めることができ、仁木みらい塾活動では、町内で観たり聴いたりする機会が

ない様々な分野の講座を開催することで、町民の文化教養の向上を図ることができまし

た。

◎ 今後の方針

１ 成人式事業

町内各種団体の協力を得ながら、引き続き思い出に残る成人式を開催します。

２ 成人一般教育事業

現状を維持しながら、より多くの人に参加してもらうための方策を検討します。また、

節目の回数には、記念事業の実施などを検討します。

生学－６
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 女性教育事業
執行方針

重点施策
社会教育活動の推進

事業費

決算額
70,000円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 生涯学習係

主な事業内容

女性が自らの特性を伸ばし、自己充実に努める意欲を高め、地域づくりへの参加を進

める学習活動の促進を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・女性のつどいの開催

新型コロナウィルス感染予防のため３月５日（木）に予定していた講演会は中止

・地区団体への補助

銀山女性の会 70,000円

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

女性が自らの特性を伸ばす学習活動が進んでおらず、参加女性の高齢化や固定化に

より活動自体が縮小傾向にあります。

◎ 今後の方針

現在活動している銀山女性の会への支援は継続していきますが、女性のつどいにつ

いては、若い世代が活動しやすいよう他の教育活動と統合して事業を推進することも

視野に入れて検討していきます。

生学－７
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 高齢者教育事業
執行方針

重点施策
社会教育活動の推進

事業費

決算額
114,996円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 生涯学習係

主な事業内容

健康の保持と生きがいを高める学習活動の活性化と地域活動への参加促進を図るた

めやすらぎ大学を開校しています

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・やすらぎ大学の活動状況

５月２９日～２月１２日（計1０回開催） 延べ１７２人出席

３月４日に予定していた修了式は新型コロナウィルス感染予防のため中止

※ 開催状況は、令和２年度仁木町社会教育推進計画（２９・３０ページ）記載のと

おりです。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

健康の保持と生きがいを高める学習活動の活性化と地域活動への参加促進を図る

ことは、高齢者がいつまでも元気で生活を送る上で重要です。「仁木町やすらぎ大学」

を開校し、年間１１回にわたり各種活動を実施することにより、高齢者が外に出る機

会や友人と会話する時間が増え、生き生きとした生活が送れました。

◎ 今後の方針

高齢化による退学や学生の新規加入が少ないなど、学生数の減少が大きな課題とな

っており、学生の新規加入促進が必要です。また、ほけん課などと連携を図りながら、

参加者自らが主体的に活動できるよう運営するほか、参加者の状況に合わせた学習内

容を実施します。

また、英会話教室や学生が主体となった学習など新しい活動も取り入れていきま

す。

生学－８
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 家庭教育事業
執行方針

重点施策
－

事業費

決算額
370,794円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 生涯学習係

主な事業内容

・地区学級支援事業

家族の絆や他者を敬う心を大切にすることを目的として、豊かな地域・家庭づくりを

目指した「地区学級」事業を行っています。

・ブックスタート事業

乳幼児の６か月健診と１歳６か月健診の機会を活用し、保護者に絵本の素晴らしさ

を伝え、絵本を手渡す「ブックスタート事業」を実施しています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・各地区学級の開設状況

然別地区（計２講座開催） 延べ３８人出席

大江地区（計５講座開催） 延べ１９９人出席

銀山地区（計６講座開催） 延べ２２３人出席

※ 開催状況は、令和２年度仁木町社会教育推進計画（２６～２８ページ）記載のとお

りです。

・ブックスタート事業

４月2６日～３月2７日（計１１回開催）

６か月児５回１３組、１才６か月児６回２２組、計3５組に配付

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

地区学級支援事業については、家庭や地域の絆や他者を敬う心を大切にさせること

ができ、家庭教育に対する学習機会や情報の提供ができましたが、仁木地区において

は、学級主事が不在となったため開設できず、活動できませんでした。

ブックスタート事業については、親子で参加する事業や絵本の読み聞かせを通し

て、親子でふれあう時間や仲間づくりを推進することができました。

◎ 今後の方針

地区学級支援事業については、事業のマンネリ化や会員数の減少等を踏まえ、運営

形態や今後の在り方について、検討していきます。

ブックスタート事業については、現状を維持していくほか、各種活動を推進するた

めの人材の発掘と養成を図るため、活動内容を周知します。

生学－９
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 文化振興事業
執行方針

重点施策
芸術・文化の振興

事業費

決算額
794,000円 評価 B

事業の

方向性
Ｂ 担当 生涯学習係

主な事業内容

１ 文化連盟支援活動

町民の文化意識の向上を図るため、文化にふれる機会を提供するほか、仁木町文化連

盟及び加盟団体の活動推進を図っています。

２ 郷土芸能育成活動

本町の特色を生かした地域の芸能で、後世に伝承することを基本とし、住民の融和、

地域の活性化や町の文化振興に貢献する団体として、阿波踊り仁木連と若鮎太鼓郷土芸

能保存会の活動支援を行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 文化連盟支援活動（492,000円）

・主な活動 仁木町文化祭 1０月２６日～２７日 延べ１９３名参加

銀山文化祭 11月１０日

２ 郷土芸能育成活動（272,000円）

両団体の主な芸能活動 さくらんぼフェスティバル、うまいもんじゃ祭り、大江学園

花菖蒲祭り、仁木長寿園盆踊り、仁木町成人式等への出演

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ 文化連盟支援活動

連盟及び加盟団体では仁木町文化祭を始め、展覧会や定期演奏会など様々な催し物を

開催して、町民が芸能発表や鑑賞、作品展示を行う及び鑑賞できる機会を作ることがで

きました。

２ 郷土芸能育成活動

各郷土芸能団体では、町のイベントである「さくらんぼフェスティバル」など町内外

の様々な行事イベントに参加し、観る人々に感動を与えているほか、小中学校において

郷土芸能の実演指導も行っており、仁木町の文化やＰＲに貢献しました。

◎ 今後の方針

両活動については、団員の高齢化や新規会員がいないなど、共に会員数の減少が大き

な課題となっており、新規会員の加入促進及び指導者となる人材の育成が必要です。団

員募集ポスターの掲示やチラシの配布、人材育成の手法について協力していきます。

生学－９生学－１０
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B:良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 スポーツ施設運営事業
執行方針

重点施策
スポーツ活動の普及と振興

事業費

決算額
22,860,095円 評価 Ｃ

事業の

方向性
Ｂ 担当 生涯学習係

主な事業内容

１ 山村開発センター管理運営事業

町民の生活意識の高揚を図り、地域の発展を期するため、生活改善の推進、福祉の

向上並びに健全な心身の増進と、併せてスポーツ活動の普及振興に寄与する総合的施

設として適切な管理運営を行っています。

２ 水泳プール管理運営事業

青少年並びに広く地域住民に水泳の技術の普及向上と健康の増進、体力づくりを奨

励するため、各水泳プールの適切な管理運営を行っています。

３ スキー場管理運営事業

町民の冬期間のスポーツ振興、普及、体力向上を図るため、町民スキー場の適切な

管理運営を行っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ 山村開発センター管理運営事業（7,774,666円）

利用状況は令和２年度仁木町社会教育推進計画（３１ページ）記載のとおりです。

２ 水泳プール管理運営事業（3,239,983円）

利用状況は令和２年度仁木町社会教育推進計画（３２ページ）記載のとおりです。

３ スキー場管理運営事業（11,845,446円）

利用状況は令和２年度仁木町社会教育推進計画（３２ページ）記載のとおりです。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ 山村開発センター管理運営事業

指定管理者と連携を図り適切な管理運営を行っており、体育協会及びスポーツ少年

団本部加盟団体の練習や各種大会に多数の町民が参加し、スポーツ活動の普及振興と

健康増進を図ることができました。

２ 水泳プール管理運営事業

青少年並びに広く地域住民に水泳を奨励し、青少年を中心に水泳の楽しさとその技

術の普及向上を図ることができました。

３ スキー場管理運営事業

指定管理者及び関係団体と連携を図り適切な管理運営を行っており、町民の冬期間

のスポーツ振興、普及、体力向上を図ることができました。

◎ 今後の方針

山村開発センター及びスキー場については、引き続き、指定管理者制度を活用し指

定管理業者と連携を図り、適切に管理運営を行い、利用者の増加を図るため、利用方

法について検討していきます。また、全ての施設で、施設の老朽化等が進んでいるこ

とから、今後の在り方について検討を行い、検討結果に基づき大規模改修などを見込

んだ個別施設計画の策定を検討します。

生学－１１
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B:良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 スポーツ推進委員等運営事業
執行方針

重点施策
スポーツ活動の普及と振興

事業費

決算額
416,866円 評価 Ｂ

事業の

方向性
Ａ 担当 生涯学習係

主な事業内容

１ スポーツ推進委員活動

仁木町スポーツ推進委員に関する規則に基づく９名の委員により、町民へのスポーツ

実技指導、スポーツ活動促進組織の育成、各種スポーツ行事への協力を行い、町民の生

涯スポーツ活動の振興を図っています。

２ スポーツ指導員活動

スポーツ推進委員の実践活動を助長し補助するため、仁木町体育協会加盟団体、仁木

町スポーツ少年団本部加盟団体、各小中学校職員及び各地区で構成するスポーツ指導員

38名を配置し、町民の生涯スポーツ活動の振興を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

１ スポーツ推進委員活動（146,866円）

・会議等開催状況 スポーツ推進委員の会議及びスポーツ少年団体力測定会

第１回会議 ６月1８日（火）８名出席、第２回会議 ９月４日（水）７名出席

体力測定会 11月 16日（土）６名出席

第3回会議（書面） ３月3日（火）9名出席

・研修開催状況

第61回北海道スポーツ推進委員研究協議会【札幌市】

10月 24日（木）・25日（金）3名出席

後志管内スポーツ推進委員協議会研修会【仁木町】 11月23日（土）4名出席

※ スポーツ推進委員については、令和２年度仁木町社会教育推進計画（３６ページ）

記載のとおりです。

２ スポーツ指導員活動（270,000円）

・指導種目 剣道、ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ、柔道、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ、寒ｶﾝｺﾞﾙﾌ、卓球、野球、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、

水泳、ｱﾙﾍﾟﾝｽｷｰ、陸上 計11競技

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

１ スポーツ推進委員活動

町民へのスポーツ実技指導、スポーツ活動促進組織の育成及び各種スポーツ行事への

協力を行い、町民の生涯スポーツの振興を図ったほか、平成30年度から 2か年にわ

たり、後志管内の会長及び事務局を務め、後志地区のスポーツ振興に寄与した。

２ スポーツ指導員活動

町民の生涯スポーツ活動の振興を図るため、スポーツ推進委員の補助並びに各競技の

指導に貢献し、近年は全道大会や上位大会へ出場する競技種目や選手が増えています。

◎ 今後の方針

それぞれのスポーツ指導者を育成していくほか、研修などを通じてスポーツ推進委

員及びスポーツ指導員の養成に努めていきます。

生学－１２
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B:良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 スポーツ大会等参加事業
執行方針

重点施策
スポーツ活動の普及と振興

事業費

決算額
494,600円 評価 Ａ

事業の

方向性
Ａ 担当 生涯学習係

主な事業内容

スポーツ活動の振興を図るため、全国大会等のスポーツ大会に参加する個人又は団体

に対し、参加に要する経費の一部を助成し、生涯にわたる積極的な健康体力づくりの推

進を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

各種大会への助成一覧は、議案５９ページ記載のとおりです。

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

各種スポーツ大会へ参加することで、スポーツ活動への関心と生涯にわたる積極的

な健康体力づくり、スポーツ交流の推進が図られており、スポーツ少年団大会参加料

及び各種競技の全道・全国大会などへの出場に係る経費の助成を行うことにより、ス

ポーツ活動への意欲と積極的な大会参加の促進を図ることができました。

また、令和元年度においては、補助算定基準を見直し、要綱を策定しました。

◎ 今後の方針

引き続き、大会参加に要する経費の助成を行います。

生学－１３
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令和元年度事務事業点検・評価シート

評価の基準 事業の方向性の基準

A:優良・B:良好・C:やや問題あり・D:問題あり A:継続・B:改善・C:中止

事業名 各種体育団体支援事業
執行方針

重点施策
スポーツ活動の普及と振興

事業費

決算額
1,704,668円 評価 Ｂ

事業の

方向性
Ａ 担当 生涯学習係

主な事業内容

体育の振興並びに愛好者相互の親睦と融和を深めるとともに、体育団体の育成及び連

絡協調を図り、スポーツを通じて文化的な町をつくることを目的とした仁木町体育協会

と、スポーツを通じて少年の心身を鍛練するため、各少年団を育成することを目的とし

た仁木町スポーツ少年団本部の活動推進を図っています。

主な事業成果（当該年度の実績報告）

・体育協会（補助額1,180,382円） 11団体 構成員 延べ543名

・スポーツ少年団本部（補助額524,286円） 8団体 構成員 延べ101名

事業の評価と今後の方針

◎ 事業評価

各種団体に対する補助要綱に基づき、活動支援を行っており、各団体において大会

等を開催することで、町民の生涯スポーツ活動の振興を図ることができました。

◎ 今後の方針

引き続き、各団体に対する補助を行うほか、新規会員の加入促進を図るため、活動

内容について情報提供していきます。

生学－１４
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○ 学識経験者の意見（案）

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検評価を行うにあたっ

ては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定により、教

育に関し学識経験を有する方の知見の活用を図ることとされております。

このことにより仁木町教育委員会では、点検評価の結果に関し客観性を確保する

ため、教育全般、学校教育及び生涯学習に関し、学識を有する方々から点検評価の

内容等に対するご意見やご助言をいただきました。

いただいたご意見等につきましては、本報告書に掲載するとともに、今後の施策

等の展開に活用してまいります。

ご意見等をいただいた方々は、次のとおりです。

○ 東郷 昌弘 氏

○ 加藤 美佐子 氏

○ 鈴木 保 氏

１ 総括的な意見

すべての町民が「仁木町に生まれて良かった。育って良かった」と思える町にす

るため、教育委員会は教育大綱の目標である「未来につなぐ豊かさを育む確かな教

育の創造」や教育目標に掲げる「心豊かに学び育むまちづくり」の具現化に向け、

教育行政に努めることとなっています。

令和元年度仁木町教育行政執行方針による学校教育については、子どもたちが社

会で自立していくために必要な基礎的な力「生きる力」を育てる教育を柱に、学校

教育については、「確かな学力の育成や豊な心」、「健やかな身体の育成」及び「信

頼される学校づくり、安全・安心な学校・地域づくり」の４つの重点目標を掲げて

おり、学校給食については、「学校給食の充実」を掲げ、食育の指導と安全・安心

な学校給食の提供に努めています。

また、生涯学習については、「社会教育活動の推進」、「芸術・文化の振興」及び

「スポーツ活動の普及と振興」の３つの重点目標が掲げられています。

点検評価に当たって、町民や子どもたちの目線に立ち、教育行政の充実を目指し

続ける前向きな姿勢がうかがえ、概ね妥当な内容であると考えます。

今後、この評価内容を踏まえながら、上記の目標・施策に即し、さらに充実した

事務事業を展開することを期待します。

２ 分野別の意見

⑴ 教育委員会の活動について

教育委員会の会議は、定例会が１２回、臨時会が３回開かれ、会議では規則改

正や委員委嘱等の議案、各種報告事項が審議されており、今後も様々な教育に関

する諸問題に対応した施策の推進に向けて、より一層の審議が行われるよう期待



54

します。

更に、仁木町学校整備促進審議会やアンケート結果等を踏まえ、仁木町の今後

の学校の在り方についての検討が進められています。引き続き教育関係者、町民

及び保護者の声に耳を傾けていただくとともに、今後一層の研鑽を積まれること

を望みます。

⑵ 学校教育について

｢確かな学力の育成｣の取組については、主体的、対話的で深い学びを推進する

ため、全国学力・学習状況調査等の分析結果を活用した基礎的・基本的な知識・

技能の習得などのほか、後志教育研修センターで行われている教職員研修や町外

研修等を活用し、教職員の資質や学校力を向上させる取り組みについて引き続き

継続されることを望みます。

さらに、小規模校の利点を生かしたきめ細やかな指導、複数の教職員によるＴ

Ｔ指導、放課後学習や家庭学習などの補完的な学習を充実させる取組、不登校な

どのほか、小中連携教育の充実に向けた取組やコミュニティスクールの導入に向

けた調査・研究についても、引き続き継続されていくことを望みます。

特別な支援を必要とする児童生徒に対しては、特別支援教育支援員が全校に配

置され一人ひとりに寄り添った対応がなされているておりほか、学校力向上支援

員による放課後学習や学校経営力の向上に寄与しており、今後においても、より

一層の指導充実を図っていただき、仁木町特別支援教育連携協議会を活用し、関

係団体と連携しながら困り感のある児童生徒に細やかな支援が行われることを

期待します。

また、高校通学費補助事業については、高等学校に通学する生徒に通学費又は

下宿費に係る補助金が交付され、保護者への負担が軽減されていることから、引

き続き継続されていくことを望みます。

学校施設及び設備整備事業については、国が掲げている「ＧＩＧＡスクール構

想」を実現するため、タブレット端末と無線環境の試験的導入がされており、次

年度に向けて取組まれていることから、１人１台端末・高速ネットワークの整備

が進められることを望みます。

学校や町民センター・図書室の新たな図書の整備やいじめ根絶に向けた取組の

推進、地域資源を活用した郷土を愛し、発展を願う子どもの育成などの「郷土を

愛する心の育成」の取組や、歯の健康を守るフッ化物洗口などの「豊かな心と健

やかな身体の育成」の取組についても、引き続き取り組まれることを期待します。

外国語指導助手（ＡＬＴ）については、平成３０年度から２名体制が継続され

ており、小学校児童の英語への関心を高められているとともに、中学校英語教育

では本格的な英語の発音を学習できる環境が整えられていることを評価します。

⑶ 学校給食について

「学校給食の充実」については、栄養教諭を中心に各学校、家庭と協力して、
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「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進していくこと、食べる楽しさを伝え地元

産の野菜、果物を積極的に献立に取り入れ、安心・安全な給食が提供されること

を引き続き期待します。

また、学校給食費の保護者負担分を一部補助する事業についても、引き続き取

り組まれることを望みます。

⑷ 生涯学習について

生涯学習の分野では、町の総合計画や第８期仁木町社会教育中期計画に基づき、

町民を主体とした様々な学習活動等が展開され、社会教育関係団体への助成・支

援も充実してきており、一定の成果はあると評価しますが、各種事業内容がマン

ネリ化していることや、事業の参加者が減少していることなどを踏まえ新たな継

工夫が必要であると考え、特に高齢者が事業に参加する際の移動手段について、

配慮されることを強く望みます。

子どもたちに１年を通して継続的に様々な体験をさせる「子ども体験塾」につ

いては、文化・スポーツ的な内容のみならず、料理教室や実験など、事業内容に

一定の進歩が見られたことは高く評価します。今後においても、各種団体、関係

機関と連携を図りながら、自主性や社会性を育てる事業の継続を望みます。

教育文化面では、ゆとりと潤いを実感できる心豊かな生活の実現を目指し、今

後も町民の学習要求等を把握した事業の展開や、様々な体験活動の実施、地域活

動・団体活動を担う指導者の育成を望みます。また、先人が築き上げてきた郷土

の歴史や地域の特性を伝えていく必要があると考えますので、学校授業において

「ふるさと仁木を愛する心」を育む取組のより一層の推進を望みます。

体育スポーツ面では、近年、子どもから大人まで多くの町民が各種スポーツ大

会で優秀な成績を収め、全道大会、全国大会に出場しており、スポーツ推進の観

点から、今後も大会参加経費の助成を継続するなど、「町民皆スポーツ」の推進

に向け、スポーツ活動への積極的な関与や参加機会の拡充に努めることを望みま

す。

また、社会教育施設や体育施設は建築年数や修繕の状況から老朽化が進んでい

ることは理解しているところですが、施設の在り方を検討する際には、町民の意

見を伺うことや他町村との共同利用などについて議論されることを望みます。

町内においては、人口の減少や少子高齢化の影響から、多くの文化・スポーツ

団体やサークルで会員の確保、組織の存続が喫緊の課題となっていることから、

各種団体と連携し、子どもを中心とする底辺拡大や後継者育成を図るなど、その

対応と方向性の継続的な検討を望みます。





付 録

○ 令和元年度文化・スポーツにおける全国・全道大会出場結果一覧

○ 教育委員会所管施設及び図書蔵書数一覧

○ 町民センター・図書室利用状況





○全国大会（文化）

個人・団体名 種 目 大会名 日 程 場 所 成 績 備 考

戸嶋　亜樹 ピアノ
第10回日本バッハコン
クール

2月8日 東京都 入賞なし 仁木中学校2年

○全国大会（スポーツ）

個人・団体名 種 目 大会名 日 程 場 所 成 績 備 考

山根　稜央
木下　陸久
関　辰之助
山北　大志
山下　佑夢

野　球
第8回日本リトルシニア
東日本選抜野球大会

8月7日
～11日

茨城県 2回戦敗退
仁木中学校
銀山中学校

滝上　　馨 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
男子一般の部

180位
成　人

原田　國男 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
男子一般の部

285位
成　人

中村　紀昭 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
男子シニアの部

55位
成　人

内田　規方 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
男子シニアの部

61位
成　人

門脇　　護 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市 入賞なし 成　人

日野　悦子 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
女子の部

15位
成　人

大黒　栄子 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
女子の部

88位
成　人

古川　啓子 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
女子の部

97位
成　人

中村　朋代 パークゴルフ
第25回ＪＡＬカップ全日
本パークグルフ選手権大
会

9月13日
 ～15日

札幌市
女子の部
167位

成　人

髙嶋　　悠 ボート 第74回国民体育大会
10月4日
　～7日

茨城県 予選敗退 高校生

●全道大会（スポーツ）

個人・団体名 種 目 大会名 日 程 場 所 成 績 備 考

仁木球友 野　球
第41回東日本野球大会
（2部）南・北海道大会

4月26日
　～29日

新ひだか町 ベスト4

仁木中学校 野　球
第16回北海道中学生軟式
野球白老大会

5月11日
　～12日

白老町ほか 1回戦敗退

東野　和菜 バドミントン

第20回ダイハツ北海道小
学生ＡＢＣバドミントン
大会兼第20回ダイハツ全
国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会南北海道予選会

6月22日
 ～23日

千歳市 ベスト8 仁木小学校2年

小野　文慈 バドミントン

第20回ダイハツ北海道小
学生ＡＢＣバドミントン
大会兼第20回ダイハツ全
国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会南北海道予選会

6月22日
 ～23日

千歳市 1回戦敗退 銀山小学校3年

山下　楓夏 バドミントン

第20回ダイハツ北海道小
学生ＡＢＣバドミントン
大会兼第20回ダイハツ全
国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会南北海道予選会

6月22日
 ～23日

千歳市 1回戦敗退 銀山小学校4年

西條　陽琉 陸 上

第37回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第35回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月14日
 ～15日

札幌市
3年男子100ｍ

2位入賞
仁木小学校3年

西條　悠河 陸 上

第37回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第35回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月14日
 ～15日

札幌市

6年男子砲丸投げ
5位入賞

コンバインドＢ
11位

仁木小学校6年

髙嶋　　希 陸 上

第37回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第35回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月14日
 ～15日

札幌市
6年男子走高跳

9位
仁木小学校6年

和田　拓磨 陸 上

第37回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第35回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月14日
 ～15日

札幌市
コンバインドＢ

13位
仁木小学校6年

令和元年度文化・スポーツにおける全国・全道大会出場結果一覧
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石井朔太郎
西條　悠河
髙嶋　　希
前田　祥徳
和田　拓磨

陸 上

第37回北海道小学生陸上
競技大会兼日清食品カッ
プ第35回小学生陸上競技
交流大会北海道予選会

7月14日
 ～15日

札幌市
6年男子4×100ｍリレー

予選敗退
仁木小学校6年

佐藤　康生 陸 上
第50回北海道中学生陸上
競技大会

7月26日
 ～28日

旭川市
男子110ｍハードル

準決勝敗退
仁木中学校3年

鈴木　哉真斗 陸 上
第50回北海道中学生陸上
競技大会

7月26日
 ～28日

旭川市
男子砲丸投げ

9位
仁木中学校3年

日野　咲夢 陸 上
第50回北海道中学生陸上
競技大会

7月26日
 ～28日

旭川市
女子走幅跳
予選敗退

仁木中学校3年

下田　羽竜 水　泳
第40回北海道中学生水泳
大会

7月26日
 ～28日

函館市

男子200ｍ自由形
予選敗退

男子400ｍ自由形
予選敗退

仁木中学校3年

小野　文慈 バドミントン
第38回北海道小学生バド
ミントン大会

8月31日
～9月1日

旭川市 ベスト8 銀山小学校3年

山下　楓夏 バドミントン
第38回北海道小学生バド
ミントン大会

8月31日
～9月1日

旭川市 ベスト16 銀山小学校4年

井内　志音 野　球
第39回全道中学生軟式野
球大会

8月10日
 ～15日

岩見沢市 ベスト8 仁木中学校3年

佐藤　康生 陸 上

第21回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第50
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月1日 釧路市
男子110ｍハードル

予選敗退
仁木中学校3年

鈴木　哉真斗 陸 上

第21回北海道ジュニア陸
上競技選手権大会兼第50
回ジュニアオリンピック
陸上競技大会北海道選手
選考会

9月1日 釧路市
男子砲丸投げ（5ｋｇ）

5位入賞
仁木中学校3年

堀　　　桃菜 卓　球
北海道卓球選手権大会
（カデットの部）兼全日
本予選会

9月14日
 ～16日

旭川市 4回戦敗退 仁木中学校2年

小野　文慈 バドミントン
第33回全十勝小学生オー
プンバドミントン大会

1月11日
 ～12日

音更町 2回戦敗退 銀山小学校3年

斉藤　季生
山下　楓夏

バドミントン
第33回全十勝小学生オー
プンバドミントン大会

1月11日
 ～12日

音更町 2回戦敗退
銀山小学校3年
銀山小学校4年

山下　楓夏 バドミントン
第33回全十勝小学生オー
プンバドミントン大会

1月11日
 ～12日

音更町 2回戦敗退 銀山小学校4年
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施設名 建設年
床面積

(単位：㎡)

総工費
(単位：千円)

所在地 電話番号 備　考

仁木小学校 昭和63年 3,836 894,000 西町1丁目52番地4 32-2013
体育館・付帯施設
を含む

銀山小学校 昭和52年 2,701 201,000 銀山2丁目446番地 33-5314
体育館・付帯施設
を含む

仁木中学校 平成3年 3,534 1,045,000 北町4丁目52番地 32-2079
体育館・付帯施設
を含む

銀山中学校 平成1年 3,109 930,000 銀山2丁目113番地 33-5223
体育館・付帯施設
を含む

仁木小学校校長住宅 昭和63年 96 12,665 西町1丁目52番地5 －

仁木小学校教頭住宅 昭和63年 96 12,665 西町1丁目52番地5 －

仁木小学校教員住宅 昭和60年 149 24,000 東町4丁目41番地 － 1棟2戸

仁木小学校教員住宅 平成6年 95 15,106 東町4丁目41番地 －

銀山小学校校長住宅 平成10年 126 6,456 銀山2丁目64番地4 － 平成29年10月購入

銀山小学校教頭住宅 平成5年 95 14,395 銀山2丁目1番地1 － 教員住宅所管替え

仁木中学校校長住宅 平成14年 95 15,519 北町4丁目52番地 －

仁木中学校教頭住宅 平成16年 95 16,139 北町4丁目52番地 －

仁木中学校教員住宅 平成4年 95 13,151 東町4丁目41番地 －

仁木中学校教員住宅 平成12年 87 15,393 東町4丁目41番地 －

銀山中学校校長住宅 平成2年 96 14,257 銀山2丁目113番地 －

銀山中学校教頭住宅 平成2年 96 14,257 銀山2丁目113番地 －

銀山中学校教員住宅 平成4年 95 13,151 銀山2丁目1番地1 －

銀山中学校教員住宅 平成5年 95 14,506 銀山2丁目1番地1 －

銀山中学校教員住宅 平成8年 95 15,522 銀山2丁目1番地1 －

仁木町民センター 平成11年 1,859 985,364 西町1丁目36番地１ 32-3958

仁木町陶芸施設 昭和49年 120 1,800 西町1丁目52番地 －

仁木町山村開発センター 昭和57年 2,255 378,244 西町1丁目52番地 32-3622

仁木水泳プール 昭和46年 459 12,095 西町1丁目52番地 －

銀山水泳プール 昭和44年 375 7,057 銀山2丁目211番地 －

然別水泳プール 昭和47年 250 8,556 然別91番地 －

仁木町民スキー場 昭和58年 76,107 128,594 大江1丁目731番地 32-3661

仁木町学校給食共同調理場 平成16年 464 317,604 西町1丁目66番地2 32-3955

平成30年度末
図書蔵書数Ｂ

Ａ－Ｂ
学校図書館図書標準に
対する平成30年度末図
書蔵書数の達成率

6,649冊 364冊増 107.6%

5,262冊 282冊減 98.0%

　7,139冊 59冊減 130.1%

6,428冊 109冊増 97.3%

15,116冊 1,058冊増

教育委員会所管施設一覧

教育委員会所管施設図書蔵書数一覧

施設名
令和元年度末
図書蔵書数Ａ

仁木小学校 7,013冊

銀山小学校 4,980冊

仁木中学校 7,080冊

銀山中学校 6,537冊

仁木町民センター・図書室 16,174冊
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男 女 男 女 男 女 男 女 大人 学校 Ｊ 大人 Ｊ ビデオ ＤＶＤ ＣＤ ビデオ ＤＶＤ ＣＤ ビデオ ＤＶＤ ＣＤ ビデオ ＤＶＤ ＣＤ

4 25 323 327 5 5 19 43 21 17 760 760 273 0 107 26 0 406 406 1 3 0 10 1 0 11 4 0 11 4 0

5 27 283 309 5 4 25 24 7 11 668 1,428 181 0 100 12 0 293 699 0 1 0 10 5 0 10 6 0 21 10 0

6 26 276 350 12 10 23 48 7 15 741 2,169 227 0 107 11 0 345 1,044 1 0 0 5 11 0 6 11 0 27 21 0

7 26 302 268 1 5 23 50 8 21 678 2,847 170 0 121 4 0 295 1,339 0 1 0 2 12 0 2 13 0 29 34 0

8 27 272 304 12 47 29 49 25 21 759 3,606 240 0 123 25 0 388 1,727 0 2 0 8 6 0 8 8 0 37 42 0

9 25 255 284 12 14 58 60 7 9 699 4,305 158 0 98 35 0 291 2,018 0 0 0 2 6 0 2 6 0 39 48 0

10 27 365 313 2 8 29 51 11 18 797 5,102 180 0 74 9 0 263 2,281 0 6 0 1 5 0 1 11 0 40 59 0

11 26 291 304 10 54 25 38 6 12 740 5,842 177 0 19 16 0 212 2,493 0 1 0 0 3 0 0 4 0 40 63 0

12 25 370 267 5 28 20 38 1 11 740 6,582 217 0 106 23 0 346 2,839 0 1 0 0 4 0 0 5 0 40 68 0

1 22 323 265 1 14 10 40 6 10 669 7,251 228 0 84 17 0 329 3,168 2 0 0 2 5 0 4 5 0 44 73 0

2 25 300 319 6 16 14 40 5 16 716 7,967 311 0 79 15 0 405 3,573 0 1 0 1 9 0 1 10 0 45 83 0

3 3 22 9 0 0 0 0 0 0 31 7,998 0 0 0 0 0 0 3,573 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 83 0

合計 284 3,382 3,319 71 205 275 481 104 161 7,998 2,362 0 1,018 193 0 3,573 4 16 0 41 67 0 45 83 0

町民センター・図書室利用状況

仁木町民センター・図書室

入　　　　館　　　　者　　　　数 図　書　貸　出　冊　数 ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ

大人 中学生 小学生 幼児 仁木町図書 道立図書 大人 J 合計 累計

月　
　

別

開
館
日
数

合計 累計 合計 累計

5
9



１　報償費

○野　球

個人・団体名 大会名 日 程 場 所 助成額 備 考

仁木球友 第41回東日本軟式野球大会（2部）南・北海道大会
4月26日
 ～29日

新ひだか町 65,000円

仁木中学校 第16回北海道中学生軟式野球白老大会
5月11日
 ～12日

白老町ほか 11,600円

仁木野球スポーツ少年団

第39回全日本学童軟式野球北海道マクドナルド・トーナメン
ト後志予選会兼第40回スタルヒン杯争奪全道スポーツ少年団
軟式野球交流大会後志予選会兼第48回全道少年野球大会後志
予選会

6月22日
 ～24日

倶知安町ほか 16,000円

井　内　志　音 第39回全道中学生軟式野球大会
8月10日
 ～15日

岩見沢市 4,900円

山　根　稜　央
木　下　陸　久
関　　　辰之助
山　北　大　志
山　下　佑　夢

第8回日本リトルシニア東日本選抜野球大会
8月7日
～11日

茨城県 31,200円 一人当たり

○卓　球

個人・団体名 大会名 日 程 場 所 助成額 備 考

仁木中学校
2019年度北海道卓球選手権大会（カデットの部）兼全日本予
選会

9月14日
  ～16日

旭川市 20,300円

○陸　上

個人・団体名 大会名 日 程 場 所 助成額 備 考

仁木陸上スポーツ少年団
第37回北海道小学生陸上競技大会小樽後志地区予選会兼第21
回小樽後志小学生陸上競技記録会

6月15日 小樽市 16,700円

〃
第37回北海道小学生陸上競技大会兼日清食品カップ第35回全
国小学生陸上競技交流大会北海道予選会

7月14日
 ～15日

札幌市 33,700円

佐　藤　康　生
鈴　木　哉真斗

第21回北海道ジュニア陸上競技選手権大会兼第50回ジュニア
オリンピック陸上競技大会北海道選手選考会

9月1日 釧路市
12,600円
10,400円

○バドミントン

個人・団体名 大会名 日 程 場 所 助成額 備 考

仁木バドミントン少年団
第28回小樽地区小学生バドミントン大会兼第20回北海道ＡＢ
Ｃバドミントン南北海道予選会

4月27日 小樽市 7,000円

〃
第20回ダイハツ北海道小学生ＡＢＣバドミントン大会兼第20
回ダイハツ全国小学生ＡＢＣバドミントン大会南北海道予選
会

6月22日
 ～23日

千歳市 25,300円

〃 第38回北海道小学生バドミントン大会
8月31日
～9月1日

旭川市 23,400円

〃 第33回全十勝小学生オープンバドミントン大会
1月11日
 ～12日

音更町 22,500円

○パークゴルフ

個人・団体名 大会名 日 程 場 所 助成額 備 考

仁木町パークゴルフ協会 第25回ＪＡＬカップ全日本パークゴルフ選手権大会
9月13日
 ～15日

札幌市 39,200円

２　奨励費

個人・団体名 大会名 日 程 場 所 助成額 備 考

令和元年度スポーツにおける全国・全道大会報償費等一覧
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○ 「仁木町学校教育基本方針」策定に係るアンケート調査結果





「仁木町学校教育基本方針」

策定に係るアンケート調査結果

令和２年３月

仁木町教育委員会





問１ この調査票に回答いただいている方はどなたですか。お子様からみた関係でお答えください。
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3(75%)

1(25%)
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その他

大江地区
【大江地区】

大江保育所を利用している保護者
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仁木地区
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- 1 -

【仁木地区】

仁木小学校、仁木中学校又は仁木

保育園を利用している保護者

【銀山地区】

銀山小学校、銀山中学校又は銀山保育

所を利用している保護者



問２ この調査票に回答いただいている方の年齢をお答えください。
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40歳代

50歳代

60歳以上

大江地区

1(0.8%)

4(3%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

16(53.3%)

5(16.7%)

7(23.3%)

2(6.7%)

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

銀山地区

0(0%)
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問３ お住いの地区はどちらですか。

119(90.2%)

0 20 40 60 80 100 120 140

仁木地区

大江然別地区

銀山・尾根内・長沢地区

仁木地区

2(50%)

2(50%)

2
1.5%

0 1 2 3

仁木地区

大江然別地区

銀山・尾根内・長沢地区

大江地区

0

28(93.3%)

0 5 10 15 20 25 30

仁木地区

大江然別地区

銀山・尾根内・長沢地区

銀山地区

2(1.5%)

11(8.3%)

0(0%)

0(0%)

2(6.7%)
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問４ お子様の学年をお答えください。

15(7.4%)

33(16.3%)

3(1.5%)

16(7.9%)

16(7.9%)

14(6.9%)

24(11.9%)

13(6.4%)

16(7.9%)

16(7.9%)

12(5.9%)

24(11.9%)

0 5 10 15 20 25 30 35

就学前

保育所

幼稚園

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

仁木地区
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1(10%)

3(30%)

0

1(10%)

16(7.9)

14(6.9)

2(20%)

1(10%)

16(7.9%)

1(10%)

12(5.9)

1(10%)

0 1 2 3 4

就学前

保育所

幼稚園

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

大江地区

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)
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6(9.5%)

6(9.5%)

4(6.3%)

4(6.3%)

9(14.3%)

6(9.5%)

3(4.8%)

5(7.9%)

3(4.8%)

11(17.5%)

5(7.9%)

0 2 4 6 8 10 12

就学前

保育所

幼稚園

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

銀山地区

1(1.6%)
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問５ お子様を含む家族構成についてお答えください。

1(0.8%)

0(0%)

3(10%)

105(79.5%)

26(19.7%)

0 20 40 60 80 100 120

保護者とお子様

３世代世帯

その他

仁木地区

2(50%)

2(50%)

1
0.8%

0 1 2 3

保護者とお子様

３世代世帯

その他

大江地区

11(36.7%)

16(53.3%)

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

保護者とお子様

３世代世帯

その他

銀山地区

1(0.8%)

0(0%)

3(10%)
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問６ お子様の子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。

81(60.9％)

46(34.6％)

0

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

父母両方

主に母親

主に父親

祖父母

その他

仁木地区

2(50%)

2(50%)

0

0

0 1 2 3

父母両方

主に母親

主に父親

祖父母

その他

大江地区

9(30%)

5(16.7%)

0

0

16(53.3%)

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

父母両方

主に母親

主に父親

祖父母

その他

銀山地区

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

6(4.5%)

0(0%)

0(0%)
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問７ 小中一貫教育について理解しましたか。

55(26.1％)

53(25.1％)

32(15.2％)

38(18％)

33(15.6％)

0 10 20 30 40 50 60

全て理解

小中一貫の形態について

学年の区別について

利点と課題について

校舎の形態について

仁木地区

1(14.3%)

1(14.3%)

1(14.3%)

2(28.6%)

2(28.6%)

0 1 2 3

全て理解

小中一貫の形態について

学年の区別について

利点と課題について

校舎の形態について

大江地区

11(20%)

16(29.1%)

9(16.4%)

10(18.2%)

9(16.4%)

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

全て理解

小中一貫の形態について

学年の区別について

利点と課題について

校舎の形態について

銀山地区
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問８ 仁木町に小中一貫教育を導入することについてどう思いますか。

22(16.8%)

20(15.3%)

67(51.1％)

15(11.5%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

導入した方が良い

どちらかといえば導入したほうが良い

どちらともいえない

どちらかといえば導入しないほうが良い

導入しないほうが良い

仁木地区

7(5.3%)

0(0%)

0

1(25%)

2(50%)

1(25%)

0

0 1 2 3

導入した方が良い

どちらかといえば導入したほうが良い

どちらともいえない

どちらかといえば導入しないほうが良い

導入しないほうが良い

大江地区

0(0%)

0

7(23.3%)

14(46.7%)

4(13.3%)

5(16.7%)

0 2 4 6 8 10 12 14 16

導入した方が良い

どちらかといえば導入したほうが良い

どちらともいえない

どちらかといえば導入しないほうが良い

導入しないほうが良い

銀山地区

0(0%)

0(0%)
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問８－１ 問８で１～３と回答した方にお聞きします。仁木町に小中一貫教育を導入するとした場合、

どう思いますか。

30(7.7%)

19(4.9%)

40(10.3%)

19(4.9%)

54(13.9%)

32(8.2%)

37(9.5%)

40(10.3%)

18(4.6%)

18(4.6%)

19(4.9%)

14(3.6%)

21（5.4％）

0 10 20 30 40 50 60

確かな学力の向 上

学習習慣の向上

教職員の資質と 指導力の向上

学び合いながら 切磋琢磨する機 会の充実

異学年交流等による思いやりや支え合 う心の育成

友人数の 増加

人間性や 社会性の育成

部活動の活性化等、健 やかな体の育成

子ども達の一人ひとり の個性の伸長

地域を学び地域に貢献 できる能力や態 度の育成

家庭や地域との 連携による子ど もの育成

学習の進め方が速くな り、ついていけ なくなる

児童生徒 の年齢層が広 くなることにより、友 人関係の構築

が難しくなる

通学時間が長く なってしまう

環境変化に伴う 影響が大きい

地域の行事が減ってし まう

何も行事はない

その他

仁木地区

8(2.1%)

5(1.3%)

2(0.5%)

4(1%)

9(2.3%)
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1(14.3)%

0

1(14.3%)

0

1(14.3%)

2(28.6%)

0

1(14.3%)

0

0

0

0

1(14.3%)

0

0

0

0

0

0 1 2 3

確かな学力の向 上

学習習慣の向上

教職員の資質と 指導力の向上

学び合いながら 切磋琢磨する機 会の充実

異学年交流等による思いやりや支え合 う心の育成

友人数の 増加

人間性や 社会性の育成

部活動の活性化等、健 やかな体の育成

子ども達の一人ひとり の個性の伸長

地域を学び地域に貢献 できる能力や態 度の育成

家庭や地域との 連携による子ど もの育成

学習の進め方が速くな り、ついていけ なくなる

児童生徒 の年齢層が広 くなることにより、友 人関係の構築

が難しくなる

通学時間が長く なってしまう

環境変化に伴う 影響が大きい

地域の行事が減ってし まう

何も行事はない

その他

大江地区

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)
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2(1.9%)

1(0.9%)

5(4.6%)

4(3.7%)

11(10.1%)

4(3.7%)

15(13.8%)

11(10.1%)

8(7.3%)

7(6.4%)

6(5.5%)

5(4.6%)

6(5.5%)

5(4.6%)

5(4.6%)

8(7.３%)

4(3.7%)

0 5 10 15 20

確かな学 力の向上

学習習慣の向上

教職員の資質と指導力の向上

学び合いながら 切磋琢磨する機 会の充実

異学年交 流等による思 いやりや支え合う心の育成

友人数の増加

人間性や社会性の育成

部活動の 活性化等、健やかな体の育成

子ども達 の一人ひとりの個性の伸長

地域を学び地域に貢献 できる能力や態 度の育成

家庭や地域との 連携による子ど もの育成

学習の進め方が速くな り、ついていけ なくなる

児童生徒の年齢 層が広くなるこ とにより、友人関係の構築

が難しく なる

通学時間が長くなってしまう

環境変化に伴う影響が大きい

地域の行事が減 ってしまう

何も行事はない

その他

銀山地区

1(0.9%)

2(1.8%)2(1.9%)

2(1.8%)
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問９ どのような学校（校舎）形態が良いと思いますか。

38(31.7%)

21(17.5%)

19(15.8)

20(16.7%)

22(18.3%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

現状維持

中学校を一校に統合

銀山小中学校を一体化

わからない

その他

仁木地区

0(0%)

1(6.7%)

1(6.7%)

12(50%)

6(25%)

5(20.8%)

0

0 2 4 6 8 10 12 14

現状維持

中学校を一校に統合

銀山小中学校を一体化

わからない

その他

銀山地区

1(4.2%)

1(20%)

1(25%)

2(50%)

1(25%)

0

0 1 2 3

現状維持

中学校を一校に統合

銀山小中学校を一体化

わからない

その他

大江地区

0(0%)

0(0%)

0(0%)
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問９－１ 問９の回答とした理由はなぜですか。

31(15.6%)

17(8.5%)

38(19.1%)

22(11.1%)

32(16.1%)

10(5%)

15(7.5%)

23(11.6%)

11(5.5%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

学校環境 を変えてほしい

通学時間が長くなってしまう

児童生徒 数の多い環境で学ばせ たい

小学校と中学校 の連携を円滑にしてほ しい

部活動の選択肢 を増やしてほしい

少人数の 教育体制を維持してほ しい

学校の維持費を圧縮してほしい

小学校、 中学校の区切 りを設けてほしい

その他

仁木地区
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1(14.3%)

17(8.5%)

2(28,6%)

22(11.1%)

1(14.3%)

1(14.3%)

15(7.5%)

23(11.6%)

2(28.6%)

0 1 2 3

学校環境 を変えてほし い

通学時間が長く なってしまう

児童生徒 数の多い環境 で学ばせたい

小学校と中学校 の連携を円滑に してほしい

部活動の選択肢を増やしてほし い

少人数の 教育体制を維 持してほしい

学校の維持費を 圧縮してほしい

小学校、中学校の区切 りを設けてほし い

その他

大江地区

0(0%)

0(0%)

0(0%)

0(0%)
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9(20.5%)

5(11.4%)

2(4.5%)

3(6.8%)

4(9.1%)

7(15.9%)

0

7(15.9%)

7(15.9%)

0 2 4 6 8 10

学校環境 を変えてほし い

通学時間が長く なってしまう

児童生徒 数の多い環境 で学ばせたい

小学校と中学校 の連携を円滑にしてほしい

部活動の選択肢 を増やしてほし い

少人数の 教育体制を維 持してほしい

学校の維持費を 圧縮してほしい

小学校、 中学校の区切 りを設けてほし い

その他

銀山地区

0(0%)
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銀山地区における櫻ヶ丘学園職員と一般住民の比較（問８・問９）

問８ 仁木町に小中一貫教育を導入することについてどう思いますか。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

導入した方が良い

どちらかといえば導入したほうが良い

どちらともいえない

どちらかといえば導入しないほうが良い

導入しないほうが良い

銀山地区（櫻ヶ丘学園職員）

4(21.1%)

4(21.1%)

8(42.1%)

3(15.8%)

0(0%)
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0 1 2 3 4 5 6 7

導入した方が良い

どちらかといえば導入したほうが良い

どちらともいえない

どちらかといえば導入しないほうが良い

導入しないほうが良い

銀山地区（一般住民）

0(0%)

1(9.1%)

6(54.5%)

4(36.4%)

0(0%)



問９ どのような学校（校舎）形態が良いと思いますか。

0 1 2 3 4 5 6

現状維持

中学校を一校に統合

銀山小中学校を一体化

わからない

その他

銀山地区（一般住民）

0(0%)

2(15.4%)

5(38.5%)

1(7.7%)

5(38.5%)
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0 1 2 3 4 5 6 7 8

現状維持

中学校を一校に統合

銀山小中学校を一体化

わからない

その他

銀山地区（櫻ヶ丘学園職員）

0(0%)

0(0%)

3(27.3%)

1(9.1%)

7(63.6%)



記述式（その他）の意見

問８－１ 仁木町に小中一貫教育を導入するとした場合にどう思いますか。

【仁木地区】

・兄弟がたくさんいる人の負担が大きそう。

・資料にあったように、人間関係の硬直化が最も気がかり。

・メリットもデメリットもあり、何とも言えない。小学校から中学校への進学は色々な意味でのリセッ

ト効果もあり、頂いた資料だけでは是非を判断できません。説明会等の開催を希望します。

・親と先生のつながりが多くなる気がする。（中学校では先生との交流がほとんどないため）

・低学年か高学年から良い影響だけではなく悪い影響も受けそう。高学年によるいじめ等がおきないの

かが心配。

【大江地区】

意見等無し

【銀山地区】

・まだ何とも言えない。
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問９ どのような学校（校舎）形態が良いと思いますか。

【仁木地区】

・小中統合（全て）

・全４校を統合

・仁木に一体化

・小学校も中学校も統合（仁木に）

・仁木小中学校、銀山小中学校

・仁木小中学校、銀山小中学校の２つ

・仁木小中で１校、銀山小中で１校

・仁木小＋仁木中、銀山小＋銀山中

・仁木小中・銀山小中

・仁木小中学校・銀山小中学校

・小中ともに１校ずつに。

・現状維持又は、仁木小＋銀山小、仁木中＋銀山中

・仁木小中学校１校、銀山小中学校１校と保育園も一緒の土地に建設した方が良いと思います。

・いずれは仁木小、仁木中に一体化してから小中一貫教育に。

・仁木小・仁木中

・銀山から通う生徒の負担を考えると・・・

・仁木小中学校の選択肢が無いのはなぜ。今回のアンケートは銀山中学校の在り方を検討するためのも

のですか。仁木小中も含めての話でしょうか。何のための検討か具体性が無く答えづらいです。

・仁木小・銀山小統合、仁木中銀山中統合

・仁木小中学校という選択がないのはなぜですか。

【大江地区】

・仁木小＋銀山小、仁木中＋銀山中

【銀山地区】

意見等無し

【仁木地区集計】

・４校を統合：４件

・仁木小中学校、銀山小中学校：６件

・小学校を統合、中学校を統合：３件

・仁木小学校、仁木中学校：２件

・その他：４件
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問９－１ 問９の回答とした理由はなぜですか。

【仁木地区】

・銀山があまりにも人数が少なすぎて競争しあう環境がない。少ないところから高校に出たときに人数

のギャップが大きい。学校の維持費を減少させられるから。

・メリハリがなくなる。

・別校舎→小中が別、同じ校舎→小中が同じ

・少子化対策

・何かのトラブルが増える。

・１クラスの人数が少ない分、先生たちの目が１人１人に行き届いているなと感じます。

・将来的に子どもの数が少なくなるから。

・仁木小中学校１校、銀山小中学校１校と一緒に保育園も一緒の土地に建設した方が良いと思います。

・現状に不満がないため。

・中間地点に小中学校があればよいが、銀山にしかり・・・、仁木にしかり・・・で通学に時間がかかる

ので何とも言えません。

・仁木・銀山小中学校

・小中一貫教育にするメリットがあるように感じなかった。（別冊資料を見て）

【大江地区】

・別校舎なら小中別の方が良い。人数が少ない地域は小中学校。距離的に銀山は仁木と統合は難しいの

では。

・町内の保育所の現状はある程度理解しているつもりですが、子どもが保育所に通う年齢のため、小中

学校の現状（人数がどれくらい少ない等）が良く理解しきれていないため、何ともいえないです。

【銀山地区】

・あまりイメージがわかない。

・生徒の関係が悪化しないか心配です。
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問１０－１ 自由記述（小中一貫教育について）

【仁木地区】

・小学校６年生、中学校３年生という義務教育しか経験していない親からしてみれば、小中一貫教育で

我が子が教育を受けることに戸惑いはある。ただ、児童生徒数が少しでも多い環境で学び、活動の幅が

広がってくれるのであるならば良いと思う。

・勉強に関すると小学校から中学校の一貫性はとても良いと思う。でも、小学校で担任の関わり方が変

わると子ども達も大変な気がする。

・少子化で小中一貫教育にした方が良いのも理解できるが、それが一番の目的なら急いで小中一貫校に

しなくても良いのではないかと思う。幼保の連携、小中の連携をもっと図ることで、就学や進学の円滑

な移行が可能なのではないかと思う。ただ、学力の向上などのメリットがあるのは良いと思うので、将

来的には一貫校も良いのではないかと思う。

・小中学校の相互協力関係が構築されることや教科担任制を設けることは、子どもにとってプラスにな

ると思う。小中一貫にするなら義務教育学校の形態にしてほしい。（それぞれの学校に教職員組織があ

ると一貫にするメリットがないような気がします。）

・賛成です。学習（勉強）は少人数が良いが、部活動は人数が多い方が団体競技もできてよいと思う。

・子どもたちも縦の繋がりができてよいと思うが、上級生のいじめがあるのではないかと少し心配。

・導入は悪くないと思いますが、仁木地区と銀山地区では離れているので、分けた方が良いかと思いま

す。小学６年はリーダーシップを学ぶ良い時期なので、小中一貫の校舎であっても小・中の区切りはあ

った方が良いと思います。

・高学年につれて、小学校で中学校のような教科担任制を設けることができるのは良い制度とは思いま

すが、教職員の業務量が増え、色々なことが疎かになることは困る。他の学校に移る時に苦労する懸念

あり。

・小学校１年生と中学校３年生で能力と体力も違いすぎますが、教室は別でしょうし、休み時間はみな

思いやりをもって遊ぶことができるのではないでしょうか。

・子どもが「学校に行きたい！」と思える環境であればなんでも良い！

・現状でもクラス替え等や他校区から入ってくる生徒が皆無なので、人間関係的には小中一貫状態だと

思われるので、子どもたちの心的負担はないように思う。

・小学校で中学校のような教科担任制を設けることができれば成績向上にもつながる。

・小中一貫教育は希望しません。でも少人数の教育と多人数の教育を経験した子どもを見ていると感じ

ることがあります。今の時代、集団生活での学びは大切なので、あまりに少人数すぎると学べない不平

等さを感じるので対策は考えなければいけないとは思います。

・仁木町で一貫教育の取組を進めても、指導に当たる教員は異動があり、一貫教育への理解も準備もな

いままで大変なことになるのではないか。もっと一貫教育が一般的になってからの導入が良いと思い

ます。又は、教員は小中一貫教育の実践したい方を公募すると良いと思います。

・町内全ての一貫教育なのか、各地区ごとの一貫教育なのかで、子どもたちのできることが変わるかと

思います。小中一貫教育になるのであれば、せっかくなので、仁木らしい他校とは違う魅力的な授業内

容等があるとうれしいです。
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・別冊資料とは規模が異なり、イメージがつきませんでした。

・利点だけ見ると理想的ですが、子どもの目線で考えたとき、教員の負担を考えると、現実的かは疑問で

す。

・教員の資質が担保されないと長期間同一の教員の指導となるため心配がある。新採用職員は経験も少

ないのでは？小中一貫で学力の向上が有意と認められるのですか？

・地域活動等は人数が多い方が良いが、全てを一貫にした時の小１と中３の体の大きさも違うので何か

トラブルになった時が心配。

・仁木でやってもあまり意味がない。地域性を考えても現状のままで良いと思う。

・仁木町は小１～中３まで１クラスで子ども同士のつながりも現状で十分だと感じます。

・現状ではどちらともいえないが、将来的には生徒数の減少など出てくると思うので、小中一貫でも良

いのではと思う。

・小学校から中学校へ入学するときの子どもの不安やストレスが少なくなると思う。普段から中学生の

生徒を見ていることで、中１ギャップが解消されるのではないか？仁木町内の子どもたちが９年間通

して交流できることは、子どもたちにとって大きなメリットになると思う。

・一人っ子などでは環境の変化に伴うことは、兄弟がいる子どもに比べて多いと感じる部分もあるので、

小中一貫教育を取り入れ、自然に進級でき、学習も集中できる。

・大きなメリット（先生や学校側と子ども両方に）があるなら実行してもらいたいが、今のところメリッ

トが分かりづらい気がします。皆が納得するほどのメリットを提示してもらいたいです。

・②の小中一貫型小中学校の方が良いと思う。銀山と仁木で今まで通りそれぞれに通った方が良いと思

う。

・中学生になるための不安やギャップを感じることを社会に出ていくための経験の一つとして必要なの

ではないかと思います。人数が少ない分、人に関わる内容も大きい学校と比較すると少ないと思うの

で、今ある中学校に行くという気持ちを大事に。

・一貫教育のメリットを教育現場で十分に活用して教育が行われるならば良いと思う。中学校の制服は

どうなるのか。制服はあってほしい。

・たくさんの目で様々な角度から児童生徒を見ることは良いことだと思います。学習についても利点が

あると思います。ただし、しっかりとした連携をしなければ意味が無く、逆効果になることがありうる

と思います。一貫が良いかどうかは取組次第かと思います。

・仁木小・中それぞれの各クラス２０人前後なので仁木地区も小学校になっても人数では一つの学校で

も可能なのかと思います。あとは利点を考えても子どもたちのためのもよいのかと思います。

・良い面もあるのでしょうが、今まで通り昔ながらの小学校、中学校で良いと思います。なぜ小中一貫の

導入を考えたのでしょうか。学年にとらわれずとありますが、学年を意識した方が良いと思います。

・別冊資料にあった「③利点と課題」がとても気になります。新しいことや良いことはどんどん取り入れ

てほしいと思っています。それが子どものためになるなら。子どもたちはきっと楽しんで生活している

と思います。課題は親にもあると思います。学校生活が変わっても家族が変わらなかったら何も変化は

ないと思います。あとは利点の「中１ギャップの解消」というのも気になりました。「解消」してしま

って良いのか、その小学校、中学校の差があるからだんだんと変化を受け入れられる人間に親も子ども

もそのように育てられるのではと思いました。導入した方が良いとは思いましたが、先生方も大変にな
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る等、心配もたくさんあります。

・②の小中一貫型小中学校が良いと思う。仁木、銀山で今まで通りのスタイルで良いと思う。

【大江地区】

意見等無し

【銀山地区】

・地域の子供が少ない分、色々と合併したり、一貫校になって人数が増えることは嬉しく思います。（良

し悪しはあると思うけど、早めの段階で子どもがたくさんいる環境に慣れてほしいと思う）自分に合っ

た友達を選ぶこともでき、本人の選択肢は多い方がありがたいです。

・小中一貫異移行したと仮定した場合、学習の進行具合はどのようになるのでしょうか？例えば私立中

学校等に進学希望した場合、スムーズに学習についていけるような状態なのでしょうか？現時点では

あまりイメージが湧きません。

・現状を考慮すると施設児童と一般の子での違いを悪循環してしまうと思うため、銀山内で一貫校にす

るのであれば問題はないと思います。
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問１０－２ 自由記述（学校（校舎）形態について）

【仁木地区】

・現在の校舎の中を見たことが無いので何とも言えないが、小中一貫教育にするのであれば、新しく施

設一体型の校舎を建て整った環境で学びたい。放課後児童クラブを利用予定なので、そのスペースも確

保していただきたい。

・銀山と仁木では遠いので、今まで通りそれぞれの学校で良いのではないかと思う。

・小中９年間はとても長いので、敷地が同じで校舎が違うか、同じ校舎でも学年の区切りで１階から２

階へなど、大きく環境が変わる方が、その後の高校進学時なども環境の変化に対応できるのでは？と思

う。

・施設分離型校舎は小中一貫にする意義が薄くなるので、やめた方が良いと思う。

・同一敷地に設置してほしい。

・今のままでも良いが、中学校の部活動が仁木中ではメンバーが少ないとか文科系が一つしかないとか、

かわいそうなため、できればもっと多く選べると良いので、生徒数ＵＰのため銀山とまとまるといいと

思います。男女生徒比がありすぎると孤立したりすると辛いので生徒が多い方が良いかも。

・「小学」「中学」の区切りはあった方が良いと思いますが、小中の校舎を統一するのは良いと思います。

教員数、建物の維持費、行事の費用などでコストダウンできるのでは。

・同じ敷地内で別々に設置する場合は、９年間同じ通学なので安心感があります。兄弟がいる子も何か

と安心はあるのではないかと思いました。でも、あまりにも物理的な距離が近い場合、中学校の目新し

さが失われることもありそうだと思いました。

・小学校と中学校を一緒にしても良いと思う。

・小学校棟、中学校棟、共通棟を設けてある程度区切りを保ちつつも交流できる場があるととても良い

と思う。

・一部一体的に設置が良いと思います。（先生の負担が少ない方が）

・子どもが安全に教育を受けられる校舎であれば、どのような場所でも良いかと思います。

・近くにあることが望ましいと思います。

・学年ごとの区切りをしっかりできて、メリハリがつけられれば良いと思う。

・小中共にどちらかが古くなり、使えなくなる頃に考えていけばよいのかなと思います。

・校舎分離では、小中一貫の感覚があまり無いのではと思う。

・中体連で仁木中、銀山中が合同になれたら良いです。

・子どもたちにとって最も良い形態がどのようなものか、まだ良く分からないが、上級生が下級生のこ

とを思いやれるような、そしていじめやその他の問題が起こりづらいものが良いと思う。

・校舎も近くもしくは一緒になれば人数も増え、交流も増え、部活動も学べる幅も広がることができれ

ばと感じます。

・もし小中一貫になるのならもちろん同一の敷地全部一体的に設置するのが理想だと思いますが、コス

トの面（立て直し等）で厳しいのではないでしょうか。

・学校は銀山と仁木と別の方が良いと思う。遠いので大変だと思う。（先生も生徒も）

・一貫教育をすると決まったなら、同一敷地内に別々に設置されるのが良いのでは。
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・施設隣接型が良いとした場合、新しくどこかに校舎を建てるのでしょうか。現状の校舎を利用してと

なるといずれにせよ、どちらかの子どもたちがバス通学になると思うので何とも言えない。

・施設一体型校舎が連携も取りやすく、職員の負担も軽減されて良いと思いますが、小中それぞれの活

動を考えると隣接型が良いと思います。現状からすると分離型になると思いますが・・・

現在行われている異学年交流や中学校の先生が小学校の授業へ出向などといったことが増えるイメー

ジでしょうか。

・仁木小、仁木中しか分かりませんが、別に問題ないと思います。冷房つけるのも使うのも短期間ですし

ね。でも気温は快適な環境で勉強させてあげたいのが本心です。

・銀山、仁木で別の方が良いと思う。距離が遠いので移動が大変。

【大江地区】

・生徒人数が少なすぎる場合は、施設をまとめるという方法はありだと思います。小中学校の交流によ

り年下学年への思いやりや責任感などが自然と生まれる気がします。学習面においては少し幅広すぎ

るような気がします。

【銀山地区】

・老朽化はしていると思いますが、改修のコンサルタントの見積は本当に適正な試算なのでしょうか。

・持ち上がる意味がわかりません。少人数でも対応できていない現状で、一貫となると問題が増えると

思います。
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問１０－３ 自由記述（学校教育全般について）

【仁木地区】

・資料にあった「防災科」の実践はとても良いと思いました。我が子にもこれから生きていく上で身に付

けてほしいと思うのでぜひ取り入れていただきたい。

・銀山と仁木それぞれの学校で分けていた方が（今までとおりで）良いと思う。（移動が大変）

・子どもが就学前なので詳しくはわかりませんが、教育レベルが高いイメージはあります。ただ、小学校

の運動会で（６年生）みんな同じＴシャツを着ていたり、地域色が強いというか、町外の人から見ると、

学校に入ってから保護者の方々とうまくやっていけるのかな・・・と思うくらい連帯感が強いなと思い

ます。

・部活動の先生や環境を充実させてほしい。仁木は習い事をするところもあまりないので、部活に熱心

でない先生や経験のない先生が顧問となるとスポーツを極めたり、強くなる機会がないまま育ってし

まい、都会の子と比べてかわいそう。

・小１と中３とは心身の発達に差がありすぎるので、今までの小学校、中学校のままでも良いと思いま

す。小学校は小学校、中学校は中学校、個々の学校教育の目的を推進してほしい。

・子どもが興味を持てる授業をしてほしい。授業の様子を見て先生の話に食いついていないと思う。だ

から応用もきかない。塾講師の教え方を取り入れてほしい。

・仁木町は１学年１クラス２０人前後と少人数のため、その子その子に合った、きめ細かな指導をお願

いしたい。

・別冊使用を読みましたが、メリットもあります。デメリットもたくさんあり、小中一貫の教育はよく分

かりませんが、もっと先生方の業務がスムーズにゆとりある手厚い教育ができる環境にしてほしいで

す。スポーツにもっと力を入れてもらいたいです。

・学力も体力も向上してくれるといいなと思います。そこには基本の生活習慣も向上してほしいです。

家庭だけではどうしてもできることが限られてしまうので、学校との連携を図りたいです。

・少人数の学校においてさらに良くなる点がどれだけあるのか分かりにくい。

・小学生の部活動の選択肢が少なすぎると思います。サッカーやバスケなど隣町まで送迎するのは、共

働きの家庭では難しいのが現状です。

・支援学級の子どもたちが普通学校に戻りづらい９年になりそう。

・勉強の面では不安（不満）はないが、生活面でもう少し生徒をよく見てほしい。先生の「質」の向上を

願います。

・人数が少ない中での受験となり、かなりのハンディキャップを背負っての中になるので、学力の差等

を考えてほしいです。

・小中一貫に友成、先生たちの負担が増えると思うが、逆に先生たちの間で、良い点、悪い点を指摘し合

えたり、情報交換等が活発になり社会変化に対応した教育や指導ができるようになるのではないか。今

の保護者の子ども時代と大きく環境が変化しているので、思い切った教育に改善してほしい。

・現在の仁木町の教育方針として、少人数制で子ども一人一人に目が行き届くというのが良いところだ

と思います。それが損なわれないように改革を進めてほしいと思っています。

・小学校より中学校へ行くのは、別の空間に行くようなもので、馴染むのに時間がかかるので繋がって
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いるのは良いことだと思う。

・学習面では、小中一貫教育が良いと思いますが、難しい。

・様々教育の在り方を変化する中で、いろいろ取組んだりするとしていると思いますが、目指している

ものと実際の教職員の資質向上に差が生じることがあるように感じることもあります。学校教育にお

いて一番は子どもたちのことを考えることだと思います。当然ですが・・・

・不登校の生徒、そのクラスへの対応の仕方について、もう少し違うやり方を考えてほしいです。

・仁木の現状（地域性と施設）を考慮した上で、一貫を実施するとすれば、どの様な形となり、どの様な

取組が可能となるかある程度のビジョンがあれば回答しやすかったと思います。これからのビジョン

のためのアンケートなのでしょうか・・・

・今のとおりで良いと思います。仁木では十分上位の（国立）大学を狙えるような基礎を小学校、中学校

で学べます。良い環境だと思います。あとは家庭でどれだけやる気を出させるかの問題ですね。本人の

やる気次第というところですね。

・「小学校は小学校・中学校は中学校。別の物ですよ」という先生がいて最初は戸惑いました。建物は変

わるけど、同級生のメンバーは全く変わらないので６年間一緒に勉強や生活を通して分かってきた友

人像無くなってしまうのではという不安もありましたが、子どもたちの方がずっと大人でした。クラス

のメンバーを理解し、支え合って生活していることを家庭での話の中で知りました。小さいところには

小さいところにしかない特別な環境があると思います。それを仁木町でも実践してほしいと思ってい

ます。私は小さい時も（道内の一番）小さな村に住んでいたので、小中学校も色々な問題があったかと

思います。小学校では複式学級、中学校では仁木で例えると仁木と銀山が合同になった様式でした。そ

う考えると仁木小、銀山小、仁木銀山中学校の感じが一番良いのかなと思います。

・小学校から中学校へ行くのは、色々な困難なことがあり、子どもにとって新しい場所で先生も教科に

よって変わるなど環境ががらりと変わるので、慣らしていくのにはとても良いことだと思います。

【大江地区】

・中学校では学力向上に特化したクラスがあって良い。

【銀山地区】

・子どもの人数が少ないため、銀山地域では閉鎖気味の環境により校区親就職先などで回りの環境変化

があった際に適応できるのか心配。

・主人が子どもの頃から住んでいたので、中学校の頃から地域の行事等で銀山（櫻ヶ丘）と合同になった

際、分裂や一方的な攻撃があったという話を聞いていて心配。時代は変わっていますが、銀山というだ

けで攻撃される対象だったとのこと。主人の場合、高校で人数が増えた際、上手く馴染めなくて学校を

辞めてしまったことがあるので、、子どもが小学校に上がる前に余市町あたりに引っ越そうかという話

も家庭内で出ている。

・日常の授業の他に子どもたちが心に響くようなこと。例えばその道を究めた方の話など、将来に役立

つようなカリキュラムをお願いしたいです。ＮＨＫの奇跡のレッスンのようなこと。
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考 察

小中一貫教育について全て理解している人の割合は、仁木地区(２６．１％)、大江地区(１４．３％)、

銀山地区(２０％)と低い値になっている。

仁木町に小中一貫教育を導入することについては、どちらともいえないの割合が仁木地区(５１．１％)、

大江地区(５０％)、銀山地区(４６．７％)と一番多い回答となっている。また、導入に肯定的な意見と否

定的な意見は拮抗している状況である。

学校（校舎）形態に対する意見としては、現状維持が仁木地区(３１．７％)と銀山地区(５０％)で最も

多く、大江地区では、銀山小中学校を一体化（５０％）が最も多かった。

小中一貫教育に対する賛成的な意見としては、部活動の幅が広がる、中一ギャップの解消につながる、

少しでも多くの人数で学習できる、乗り入れ授業が成績向上につながる等が挙げられた。

小中一貫教育に対する反対的な意見としては、制度が一般的になる前に急いで導入しない方が良い、

教職員の負担増を懸念する、今まで通りの小中学校で良い、少人数校の方がきめ細かな指導ができる等

が挙げられた。

【アンケート回収率】

各校種の配布数は１世帯１部として計算しております。

校種別 回収 / 配布 回収率

保育所（園） ３８ / ７３ ５２％

小学校 ７８ / １２２ ６４％

中学校 ５２ / ６７ ７８％

合 計 １６８ / ２６２ ６４％

地区別 回収 / 配布 回収率

仁 木 １３４ / １９２ ７０％

大 江 ４ / １０ ４０％

銀 山 ３０ / ６０ ５０％

合 計 １６８ / ２６２ ６４％
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